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れ
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全
て
の
世
代
の
、
さ
ら
な
る
安
心
と
豊
か
さ
の
た
め
〝
改
革
〞
と
〝
挑
戦
〞
を
胸
に

「
行
田
創
生
」
に
向
け
た
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
抱
負
を
語
り
ま
す
。

「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
元
気
な
行
田
」

に
向
け
て
全
力
投
球

特集 市長就任のあいさつ

写真は３期目の初登庁の様子。
大勢の市の職員に拍手で迎えられ、新たなスター
トを切った工藤市長。

先
般
行
わ
れ
た
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
厚
情
を
賜
り
、
3
期
目
の
市
政

の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
寄
せ
ら
れ
た
期
待

の
大
き
さ
と
責
務
の
重
さ
に
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
2
期
8
年
間
は
、
閉
塞
感
漂
う
厳
し

い
経
済
情
勢
下
で
あ
り
な
が
ら
も
、「
改
革
」と「
挑
戦
」

を
胸
に
、
財
政
健
全
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、「
ぬ

く
も
り
」「
う
る
お
い
」「
に
ぎ
わ
い
」を
柱
と
す
る「
行

田
な
ら
で
は
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
」
に

着
手
し
、
一
歩
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
着
実
に
歩

み
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
か
げ
を
も
ち

ま
し
て
、
2
期
目
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
た
施
策

に
つ
い
て
は
、
93
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
高
い
達
成
率

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
市
政
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
と
ご

支
援
の
賜
物
と
、
こ
こ
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
現
在
、
国
に
お
い
て
人
口
の
東
京
一
極
集
中

や
人
口
減
少
な
ど
、
国
の
存
亡
に
か
か
る
問
題
を
解
決

す
る
糸
口
と
し
て
、「
地
方
創
生
」
の
取
り
組
み
が
本

格
化
し
て
い
ま
す
。
行
田
市
と
し
て
も
、
国
の
支
援
を

有
効
に
活
用
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
地
方
創
生
の

施
策
を
展
開
す
る
た
め
に
、い
ち
早
く
行
田
版「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」を
立
ち
上
げ
、「
総
合
戦
略
」

の
策
定
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
人
口
減
少
対
策
は
、
行
田
市
に
お
い
て
も
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
私
は
「
子
育
て

世
帯
の
定
住
促
進
」
や
「
企
業
立
地
に
よ
る
雇
用
の
創

出
」、「
古
代
を
テ
ー
マ
と
し
た
観
光
戦
略
」
な
ど
、
国

や
他
の
自
治
体
に
先
駆
け
、
地
方
創
生
に
取
り
組
ん
で

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今
年
を
改
め
て
「
行
田

創
生
元
年
」
と
位
置
付
け
、
今
後
さ
ら
に
本
腰
を
入
れ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

私
は
、
市
民
第
一
の
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
と
し
、
新

た
に
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
元
気
な
行
田
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
て
、
5
つ
の
行
田
宣
言
を
掲
げ
、
全
て
の
世
代
が

さ
ら
に
安
心
と
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

積
極
果
敢
に
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

私
は
市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
、
ま
ち
の
持
つ
魅
力
に

さ
ら
に
磨
き
を
か
け
、
行
田
市
の
限
り
な
い
発
展
と
、

8
万
4
千
市
民
の
幸
せ
の
た
め
に
、「
行
田
創
生
」
を

成
し
遂
げ
、
明
日
の
活
力
あ
る
元
気
な
行
田
を
力
強
く

切
り
拓
い
て
い
く
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
市
政
に
対
す
る
絶

大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

▶問い合わせ　企画政策課企画・改革担当(内線309)

•市民と市長の84,000人交流運動を展開します。
•市民第一の視点で「おもてなし市役所」を進めます。
•行政改革でさらなる財政健全化に取り組みます。
•公共施設に民間活力を導入し、市民サービスの向上に
つなげます。
•市民相談コンシェルジュを配置します。

ていねいでスピード感のある市役所
にします宣言5

•防災・減災、消防機能を強化します。
•地域防災力を高めます。
•空き家対策に積極的に取り組みます。
•公共インフラの耐震化・長寿命化を進
めます。

•便利で安全な公共交通網を整備します。

市民の暮らしと安全を守ります宣言1

•生涯健康都市の実現に地域連携で
取り組みます。

•高齢者が生き生きと活躍できる機
会を増やします。

•安心して暮らせる地域福祉を充実
します。

•総合公園に新たな多目的広場を整
備します。

•省エネ・創エネによる行田エコタウンを進めます。

人と自然にやさしい健康長寿のまち
にします宣言3

•安心して出産・子育てができ、女性
が活躍できる環境を整備します。

•多子世帯の経済負担を軽減します。
•小・中学校の少人数学級編制をさら
に拡大します。

•安心して勉学に専念できる教育環境
をつくります。

•学校の余裕教室を活用し、交流・体験活動や放課後対
策を充実します。

子育て・教育環境№1を目指します宣言2

行 田
宣 言

さらに安心、
もっと豊かに

5つの

•人口減少対策プロジェクトに取り組みます。
•企業誘致と雇用の確保に全力を尽くします。
•足腰の強い攻めの農業を確立します。
•中心市街地の再生とＪＲ行田駅周辺の再整備に取り組
みます。
•空き店舗などを有効に活用し、地域活性化につなげます。
•道の駅やアグリパークなどを備えた「産業交流拠点」を
整備します。
•行田ならではの観光戦略を展開します。

活力みなぎるにぎわいのまちを創出
します宣言4

※

イ
メ
ー
ジ
で
す
。
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実施期間：6月1日（月）～平成28年2月29日（月）

こ
の
ほ
ど
、
春
の
叙
勲
の
受
章
者
が
発

表
さ
れ
、
行
田
市
か
ら
は
野
村
正
幸
氏
が

旭
日
小
綬
章
、
田
谷
元
佑
氏
が
旭
日
双
光

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
危
険
業

務
従
事
者
と
し
て
森
合
薫
氏
が
瑞
宝
単
光

章
に
輝
き
ま
し
た
。

春
の
叙
勲

旭
日
小
綬
章

野村　正幸 氏
（71歳・荒木）
元行田市議

旭
日
双
光
章

田谷　元佑 氏
（78歳・長野）
元行田市医師会長

瑞
宝
単
光
章

森合　薫 氏
（71歳・持田）
元県警部補

健康が1番　大切なあなたを守る健康診査
国民健康保険特定健康診査
・後期高齢者健康診査が
6月1日からスタート

対象の方には、５月下旬に受診券を送付しましたので、詳細は受診券に同封の｢健康診査のご案内｣をご覧く
ださい。

※6月2日以降に75歳になる方が誕生日以降に受診する場合は、受診券整理番号が変更になります。受診前
に保険年金課へ問い合わせください。

平成27年度の国民健康保険特定健診を6月から8月までに受診した方の中から、抽選で20人に行田市
内共通商品券(5,000円分)が当たる早期受診特典を用意しました(８月までに受診した方は自動的に抽選
に登録されますので、申し込みは不要です）。
※なお、当選は発送をもってかえさせていただきます（12月ごろ発送予定）。

市外の医療機関で人間ドックを受診した方へ、うれしい情報
市外の医療機関で人間ドックを受診し、その検査結果を提供した方に行田市内共通商品券(2,000円分)
を贈呈します。
▶対　　象　行田市国民健康保険に加入中の方で、平成27年度に市外の医療機関で人間ドックを受診し
た方(市内医療機関で人間ドックを受診した方は、検査料助成制度があるため対象外となります）
▶受診期間　4月1日～平成28年3月31日(人間ドックの検査結果は平成28年4月11日(月)までに保険
年金課に提出してください)
▶提出方法　健康保険証と期間内に受診した人間ドックの検査結果(写し)を同課に持参してください。

▶問い合わせ　【国保特定健診について】同課国保担当(内線271)
　　　　　　【後期高齢者健診について】同課医療担当(内線226)

健　診　名

国民健康保険特定健
康診査

後期高齢者健康診査

平成27年4月1日現在、行
田市国民健康保険に加入し
ている40～74歳の方
後期高齢者医療保険に加入
の方

【70歳以上】無料 【70歳未満】500円
※市・県民税非課税世帯の方は、費用が免除になるので、
受診前に保険年金課にご連絡ください。

無　　料

対　　　象 自　己　負　担　額

健診は、自身の健康状態を知り、生活習慣を見直すよい機会となります。ぜひ、忘れずに年に１回は健康チェッ
クをしましょう。

市指定市民保養施設利用料金補助制度
指定した保養施設の利用料金の一部を補助する制度があります。市民の皆さんの健康増進や休養のため、ご

利用ください。
▶対　　象　保養施設利用日現在、市内に住所を有する方
▶補 助 額　【大人(中学生以上) 】1人1泊2,000円【子ども(3歳以上小学生以下) 】1人1泊1,000円
▶補助上限　１年度内(4月1日～翌年3月31日)で2泊まで
▶利用方法　・保養施設へ宿泊の予約を取り、補助制度を利用する全員の氏名・住所・生年月日を確認し、代

表者の印鑑(朱肉を使用するもの)を持参の上、地域づくり支援課で申請してください。原則、
即日窓口で補助券を交付します。

・補助券をチェックインの際にフロントに提出すると、会計のときに補助額が差し引かれます。

市指定市民保養施設利用料金補助制度

ご利用ください 「市指定市民保養施
設利用料金補助制度」および「行田市
湯ったりあったか元気倍増事業」

保養施設一覧

☆印の施設のキャンプ場およびコテージは補助対象外です。
★印の施設は、かんぽの宿利用提携券(500円割引き)の併用も可能です(小学生以上)。
行田市湯ったりあったか元気倍増事業
宿泊施設や観光施設、土産店などを利用するときにさまざまな特典が受けられる制度です。回数制限なく利

用できますので、ぜひご活用ください。

◎印の施設を利用する場合は、地域づくり支援課で「行田市民パスポート」を受け取ってください。
★印の施設は、市指定市民保養施設利用料金補助制度との併用が可能です。
▶問い合わせ　同課くらし安心担当（内線252）

施　設　名
☆休暇村裏磐梯
★かんぽの宿大洗
奥日光湯元温泉おおるり山荘
塩原温泉ホテル
塩原温泉ホテルおおるり
ホテルニュー八汐
塩原温泉かもしか荘
平家本陣
ホテルニューおおるり
旅荘おおるり荘
☆休暇村那須
那須高雄温泉おおるり山荘

所　在　地
福島県北塩原村
茨城県大洗町
栃木県日光市
栃木県那須塩原市
栃木県那須塩原市
栃木県那須塩原市
栃木県那須塩原市
栃木県日光市
栃木県日光市
栃木県日光市
栃木県那須町
栃木県那須町

施　設　名
☆休暇村鹿沢高原
尾瀬高原ホテル
ホテルシャトウ猿ヶ京咲楽
国民宿舎両神荘
★かんぽの宿寄居
国民宿舎サンライズ九十九里
休暇村館山
☆ニューグリーンピア津南
あずまや高原ホテル
伊豆潮風館
熱川シーサイドホテル
休暇村奥武蔵

所　在　地
群馬県嬬恋村
群馬県片品村
群馬県みなかみ町
埼玉県小鹿野町
埼玉県寄居町
千葉県九十九里町
千葉県館山市
新潟県津南町
長野県上田市
静岡県伊東市
静岡県東伊豆町
埼玉県飯能市

伊香保温泉

◎草津町

◎上野村

◎片品村

★かんぽの宿

特　　　　　典
宿泊施設が特別料金で利用できる他、1,000円
分の伊香保温泉商品券がもらえます。
宿泊施設が特別料金(平日6,000円～、休前日
7,000円～ )で利用できる他、観光施設や商店
で割引や景品の贈呈などが受けられます。

宿泊施設、観光施設、日帰り温泉、商店などが
特別料金で利用できます。
宿泊施設が1割引き程度の料金で利用できま
す。
1泊2食以上のコースの利用時に、1人につき
500円引きとなります。

利　用　方　法
渋川伊香保温泉観光協会(0279―72―3151)
を通して予約してください。
宿泊は、草津温泉旅館協同組合(0279―88
― 3722)を通して予約してください。その
他の施設は利用時に行田市民パスポートを
提示してください。
直接施設に予約(宿泊施設のみ)し、利用時
に行田市民パスポートを提示してください。
直接施設に予約し、利用時に行田市民パス
ポートを提示してください。
地域づくり支援課で発行する、かんぽの宿利
用提携券を施設へ提出してください。
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　災害時の情報伝達や収集の方法はいろいろあります。情
報が来るのを待つだけでなく、自ら情報を取得することに
より、被害の軽減につながります。
情報収集手段
　 　テレビ、ラジオ、インターネット、携帯電話、防災行
政無線、広報車など
埼玉県防災情報メール
　 　埼玉県では、登録されたパソコンや携帯電話などに、
防災に関する情報をメールで配信しています。

【配信される情報】
・気象特別警報、警報、注意報
・竜巻注意情報
・高温注意情報
・地震情報
・避難情報
・危機管理情報
・埼玉県からのお知らせ
【登録方法】
　二次元バーコードに対応した携帯電話をお持ちの方
　 ※ それ以外の方はsaitamaken@jijo.bosai.infoに空
メールを送信してください。

防災行政無線の放送内容を確認できます
　 　防災行政無線の放送内容を確認できるよう、電話によ
る音声確認サービスを行っています。
　電話番号　0120―360―100
　・定時放送については確認できないものがあります。
　・ 電話が混み合っている場合はかかりにくいことがあり
ますので、しばらくしてからおかけ直しください。

▶問い合わせ　防災安全課防災担当（内線282）

67

竜巻に注意してください

金婚夫婦に記念品を贈呈します

公園で若返り！ パワーアップ教室

台風シーズン到来
家庭で万全な水害対策を

災害情報は自ら収集するように
努めましょう

　消費税率引き上げの影響などによる子育て世帯の
経済的負担を軽減するため、子育て世帯臨時特例給
付金が支給されることとなりました。6月上旬に、支
給対象者へ申請書類を郵送しますので、次のとおり
申請してください。また、児童手当現況届も同封し
ますので、できる限り現況届受付期間中（6月11日～
30日）に申請をしてください。※公務員の方は、勤務
先より申請書類が配布されます。平成27年5月31
日現在のお住まいの市区町村へ申請してください。
▶ 対 象　平成27年6月分の児童手当の受給者
　※所得限度額以上（特例給付）の方は支給されません。
▶ 支 給 額　平成27年6月分の児童手当の対象とな
る子ども1人につき3,000円
▶ 受付期間　6月11日㈭～12月10日㈭午前9時～
午後5時※土曜日、日曜日の午後および祝日を除く
▶申 請 先　子育て支援課
▶そ の 他　
　・ 窓口が混雑することが予想されますので、時間
に余裕をもってお越しください。

　・ 郵送による申請も受け付けます。郵送の際は、
記入漏れおよび提出書類に不備のないようお願
いします。

　・ 支給は10月以降、順次振り込みを予定してい
ます。

▶ 問い合わせ　同課子育て支援担当（内線262・292）

　竜巻や激しい突風などから身を守るためには、テレビ、ラ
ジオなどからの情報を活用するとともに、空模様などの変化
に注意することが必要です。
▶竜巻の特徴　
　・真っ黒い雲が近づき、周囲が急に暗くなります。
　・雷が聞こえたり、雷光が見えたりします。
　・冷たい風が吹き出します。
　・大粒の雨やひょうが降り出します。
　・短時間で狭い範囲に甚大な被害をもたらします。
　・ 移動速度が非常に速い場合があります（時速90キロ
メートルで移動した例もあります）。

▶竜巻が身近に迫ったら　
　【屋外にいる場合】
　・ 頑丈な建物などの中や物陰に入って身を小さくしましょ
う（物置や車庫、プレハブの中は危険です）。

　・ 電柱や太い樹木であっても倒壊することがあるので、近
づかないようにしましょう。

　【屋内にいる場合】
　・ ガラス窓の下や周囲はガラスが割れ、飛び散る可能性
があるので、窓やカーテンを閉めて離れましょう。

　・窓のない部屋に移動しましょう。
　・ 頑丈な机やテーブルの下に入り、身を小さくして頭を守
りましょう。

　・シャッターや雨戸を閉めましょう。
▶問い合わせ　防災安全課防災担当（内線282）

　市では、敬老事業の一環として、結婚50周年を迎えるま
たは結婚から50年を経過した夫婦に、9月5日㈯に開催され
る敬老祝賀式典でお祝いの記念品を贈呈します。
　記念品の受領には、申請が必要となりますので、次のとお
り申請してください。
▶受付期間　6月1日㈪～7月31日㈮※期限厳守
▶ 対 象　昭和40年12月31日以前に結婚した夫婦（婚
姻年月日は、挙式の日または入籍した日どちらでも可）
　※昨年までに記念品を受領している方を除く
▶ 申請方法　高齢者福祉課、南河原支所および各公民館で
配布している申請用紙（市ホームページからダウンロード
可）に必要事項を記入し、直接同課に提出してください。
印鑑や戸籍謄本などは必要ありません。なお、代理申請は
可能ですが、電話による申請は受けられません。
▶問い合わせ　同課高齢福祉担当（内線225）

▶ 日 時　6月24日㈬・26日㈮・30日㈫（全3回）午前9
時30分～正午
▶集合場所　コミュニティセンターみずしろ1階ギャラリー
▶ 内 容　水城公園内の健康器具を活用した運動や、園内
をウオーキングすることで体力の維持・向上を図る
　※ 雨天の場合は、コミュニティセンターみずしろ1階ギャ
ラリーで実施

▶講 師　健康運動指導士
▶ 対 象　市内在住65歳以上の方（医師の指示により運
動制限などのない方）
▶定 員　15人
▶問い合わせ　高齢者福祉課地域支援担当（内線278）

　台風や集中豪雨が発生しやすい時期になりました。水害
に備えて事前の対策をしっかり行い、家族ぐるみ、地域ぐ
るみで被害を最小限に抑えましょう。
気象情報に注意し、安全対策の確認を
　・ テレビやラジオ、市や防災関係機関からの気象情報（大
雨注意報・警報など）に注意しましょう。

　・ 浸水に備えて、家財道具は安全な場所に移動しておき
ましょう。

　・ 指定緊急避難場所および指定避難所、非常用持ち出し
品の一覧は「行田市防災ガイドブック」または市ホーム
ページ（防災情報）をご覧ください。

　・ 側溝や排水溝は、いったん詰まると雨水が流れず、た
まってしまうため、常に手入れを行いましょう。

洪水ハザードマップを活用しましょう
　 　自宅や職場などが洪水時に、どれくらいの浸水が予想
されているか確認しておきましょう。
　※ 洪水ハザードマップは市ホームページ（防災情報）で確
認できます。

長雨や大雨時は排水量を抑えましょう
　 　できるだけ風呂や洗濯の排水を控えて、少しでも下水
道に流れる水量を減らしましょう。
水害が発生した場合は、早めに行動しましょう
　 　屋外への安全な避難が困難なときは、無理をせず建物
の上階などに避難しましょう。

▶問い合わせ　防災安全課防災担当（内線282）

　市では、就学前のお子さんがいる家庭へ、子育て経験のある相
談員が定期的に訪問し、子育てに関する悩みや相談を聞いたり、
一緒に時間を過ごしたりして、引きこもりがちなお母さん、お父
さんが元気になるきっかけづくりを提供する「こそだて応援訪問事
業」を開始しました。この事業では、市内にある子育て支援センター
などを紹介し、他の子育て中の方とつながりを持ち、親子が地域
へ踏み出せるよう積極的な支援を行っていきます。
　なお、こそだて応援専用電話を設置しました。子育て中の皆さん、
一人で悩まず、まずは電話でご相談ください。

こんなとき「こそだて応援訪問事業」を利用してください
　・地域のことが分からなくて心細い
　・出掛けるのがおっくうで家に引きこもりがち
　・はじめての子育てで不安がいっぱい
　・ 子どもに泣かれると、どうしたらいいか分からず、イライラする
　・誰かと話したい
　・ 下の子が生まれて、上の子と遊ぶ時間が持てない　など

▶こそだて応援専用ダイヤル　
　 070―2796―8856（火曜日を除く午前8時30分～午後5時）
▶ 訪問日時　相談された方と調整の上、訪問日時や訪問内容を決
定します。なお、訪問は2週間に1回程度とし、訪問時間は1～
2時間を目安とします。
▶対 象　6歳以下の就学前のお子さんがいる家庭
▶利 用 料　無料
▶そ の 他　訪問活動などで知り得た情報は厳守します。
▶問い合わせ　子育て支援課子育て支援担当（内線292）

子育て世帯臨時
特例給付金を支給します

こそだて応援訪問事業を
開始しました

行田名物！ながちか体操
　ストレッチ体操・筋力アップ体操・リズム体操・口の体操
の４つの動きで構成された行田オリジナルの体操を行います。

日　　時 場　　所
6月  9日㈫ 午前10時30分 須 加 公 民 館
6月10日㈬ 午前10時 星 宮 公 民 館
6月26日㈮ 午前10時 荒 木 公 民 館

実践！転ばぬ先の知恵講座
　転倒を予防するための筋肉を付け、バランス感覚を養いま
しょう。

日　　時 場　　所
6月10日㈬ 午前10時 下 忍 公 民 館
6月11日㈭ 午前10時 前谷農村センター
6月16日㈫ 午前10時 忍・ 行 田 公 民 館
6月16日㈫ 午後  2時 埼 玉 公 民 館
7月  7日㈫ 午前10時 太 井 公 民 館
7月  8日㈬ 午前10時 南 河 原 公 民 館

楽しく若返り！音楽リトミック
　音楽に合わせて声を出したり、体を動かしたりして、脳を
活性化させて若返りましょう。

日　　時 場　　所
6月11日㈭ 午前10時 星 河 公 民 館
6月17日㈬ 午前10時 地域文化センター
6月18日㈭ 午後  2時 北 河 原 公 民 館
6月24日㈬ 午前10時 南 河 原 公 民 館
7月  2日㈭ 午前  9時30分 佐 間 公 民 館
7月10日㈮ 午前10時 下 忍 公 民 館

初体験！カーレット
　カーリングを室内の机の高さで行えるようにアレンジされ
たカーレットを、体と脳を動かしながら楽しみましょう。

日　　時 場　　所
6 月 17日 ㈬ 午前10時 太 井 公 民 館
7月    1 日 ㈬ 午前10時 地域文化センター
7月    8 日 ㈬ 午前10時 長 野 公 民 館

知れば簡単！おいしくバランスとれるコツ
　ちょっとした食事の工夫を覚えて、病気や老化に負けない
元気な体をつくりましょう。

日　　時 場　　所
7 月 1 日 ㈬ 午前10時 太 田 公 民 館
7 月 7 日 ㈫ 午前10時 持 田 公 民 館
7 月 8 日 ㈬ 午前10時 星 宮 公 民 館

口から始める！健
けん
口
こう
づくり

　口の中をきれいに保ち、病気を防ぎましょう。
日　　時 場　　所

7 月    7 日 ㈫ 午後  2時 埼 玉 公 民 館
7月 14日 ㈫ 午前10時 桜 ヶ 丘 公 民 館

▶対 象　市内在住の65歳以上の方
▶そ の 他　日程が合えばどの会場でも参加できます。
▶問い合わせ　高齢者福祉課地域支援担当(内線278）

　今は元気だから介護予防なんて必要ないと思っていませんか。生き
生きと楽しく暮らしていけるよう、元気なときから予防しましょう。はつらつ教室

二次元バーコード
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古代蓮の里
市民無料駐車券
本券一枚で
乗用車一台限り
（※乗合型バスを除く）

… 有効期間 …
平成27年6月20日㈯から
平成27年8月 2 日㈰まで
（※7月12日㈰行田蓮まつりを除く）

… 有料時間 …
午前5時から午後2時まで

　市では、土地の利用や建物の建て方のルール、道路や公園
などのまちづくりに関する事項について市長からの諮問を受
け、調査および審議を行う機関として、行田市都市計画審議
会を設置し、都市計画の円滑な推進を図っています。
　このたび、委員の任期満了に伴い、公募の市民から選任さ
れる委員について、次のとおり募集します。

▶ 応募資格　満20歳以上で、本市に住民登録して1年以上
在住しており、平日昼間の会議に出席できる方。なお、次
に該当する方は応募できません。

　・応募日現在、本市の他の審議会などの委員になっている方
　・市職員および市議会議員
▶募集人数　2人
▶任 期　委嘱した日から2年間
▶審議会の開催回数　市長の諮問に応じて開催
▶ 応募方法　住所、氏名、年齢、性別、電話番号、市の都市
計画に関する考えなど(800字程度)を記入した書類(様式
自由)を、6月26日㈮までに持参または郵送で提出してく
ださい。【持参・郵送】〒361―0052　行田市本丸2―20
行田市都市計画課

▶ 選考方法　書類選考の上決定し、結果は応募者全員に通知
します。

▶問い合わせ　同課計画担当（内線5605）

　古代蓮の里では、蓮の開花期に限定し、次の期間
は駐車料金を徴収します。
　市民の皆さんは、本ページ上段「古代蓮の里市民
無料駐車券」を切り取り、駐車場係員に提出するこ
とで、駐車場を無料で利用できます。本券を提出さ
れない場合は有料となりますので、ご注意ください。
　また、行田蓮まつり開催日の7月12日㈰は、市
民無料駐車券を利用できませんので、ご理解ご協力
をお願いします。
　なお期間中、臨時駐車場として小針クリーンセン
ター北側敷地を無料開放します。混雑時や行田蓮ま
つり当日などは、係員の指示に従ってください。

▶有料期間　6月20日㈯～ 8月2日㈰
▶有料時間　午前5時～午後2時
▶駐車料金　
　【普通自動車】1台500円
　【中型・大型自動車（バス）】1台1,500円
　※ 障害者手帳をお持ちの方や二輪車での利用の方

は無料
　※市外団体の商用利用は有料
▶ そ の 他　本券を紛失された場合は、都市計画課
で再発行を行っています。
▶問い合わせ　同課公園担当(内線5602)

▶日 時　7月12日㈰午前7時～午後1時　
▶場 所　古代蓮の里
▶内 容　蓮粥・蓮餅・蓮茶の無料試食、古代蓮音頭、忍
城おもてなし甲冑隊による演舞、行田市特産品コーナーな
どの出展他※内容に多少の変更の場合があります。

▶主 催　行田蓮まつり実行委員会　
▶問い合わせ　同実行委員会事務局（太田公民館内）☎559―42
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　市民の皆さんの声を聴き、市政について意見交換を行う「市
政懇談会」に参加してみませんか。
　次の地区を対象に懇談会を開催しますので、ぜひご参加く
ださい。

▶開催日時・場所
　【下忍地区】6月25日㈭午後7時～ 8時30分・下忍公民館
　【太田地区】7月10日㈮午前10時～11時30分・太田公民館
▶対 象　該当地区に住んでいる方
▶そ の 他　申し込みは不要です。直接会場にお越しください。
▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）

▶日 時　6月12日㈮～ 14日㈰午後7時30分～ 8時30分
▶場 所　古代蓮の里ホタルの川　
▶内 容　古代蓮の里ホタルの会の会員がホタルの飛び交
う様子などを案内・解説します。また、古代蓮会館前の広
場で琴と尺八の演奏会を行います。6月13日㈯は縁日（射
的など）を開催します。

▶主 催　古代蓮の里ホタルの会　
▶注 意　
　① ホタルは人工の光を嫌うため、カメラや懐中電灯の光を
向けないでください。 

　②ホタルを捕らないでください。
　③足元に注意してください。
　④駐車場は、南側駐車場をご利用ください。
▶そ の 他　観賞会以外の日でも、6月末まで晴れた風のな
い日の午後7時30分から8時30分ごろまで、ホタルを見
ることができます。　

▶問い合わせ　都市計画課公園担当（内線5602）

▶開催期間　7月4日㈯～ 8月30日㈰（祝日を除く毎週月曜
日と7月21日㈫は休館）

▶開館時間　午前9時～午後4時30分（入館は午後4時まで）
▶場 所　郷土博物館企画展示室
▶内 容　江戸時代、忍領村々を通っていた中山道・館林
道・日光脇往還にまつわる地域に伝来した資料を展示し、
忍城下や周辺村々の景観、往来した人々の実態に迫ります。

▶入 館 料　【一般】200円【大学・高校生】100円【小・
中学生】50円※団体割引あり

▶主 催　同館
▶展示解説会　7月5日㈰、8月22日㈯
　【1回目】午前10時～ 11時【2回目】午後1時～ 2時

　公開講演会を開催します
　・日　　時　8月2日㈰午後2時～ 3時30分
　・ 内　　容　山本光正さん（元国立歴史民俗博物館教授）に
　　　　　　　よる講演「街道絵図から鉄道絵図へ」
　・定　　員　80人（先着順）
　・申し込み　電話で同館

▶問い合わせ　同館☎554―5911

昨年の市政懇談会の様子

館林通見取図（郵政博物館所蔵）

▶時 間　午後1時30分～ 3時　
▶場 所　中央公民館第1学習室（「みらい」内）
▶内 容　作品の背景や作家の生涯について学習します。
▶講 師　誉田龍一さん（日本推理作家協会会員）
▶定 員　80人
▶受 講 料　無料
▶主 催　同館
▶申し込み・問い合わせ　6月24日㈬午前9時から同館窓口
（電話受け付けは午前10時から）☎556―2649

回 期　日 作家名 学習内容（作品）

1 7月8日㈬ 谷崎潤一郎 「痴人の愛」「春琴抄」
「細雪」

2 8月5日㈬ 篠田　節子
「絹の変容」「女たちのジ
　ハード」「ブラックボッ
　クス」

3 9月9日㈬ 連城三紀彦 「戻り川心中」「夜よ鼠た
　ちのために」「恋文」

4 10月７日㈬ 諸田　玲子 「お鳥見女房 」「其の一　
　日」「美女いくさ」

5 11月6日㈮ 松本　清張 「一年半待て」「地方紙を
　買う女」「駅路」

行田市都市計画審議会の委員を募集します 古代蓮の里駐車場有料期間中の
市民無料駐車券を配布します

ご参加ください「市政懇談会」文学講座の受講生を募集します

第18回 行田蓮まつり

ホタル観賞会

第25回テーマ展「忍の街道をゆく
～中山道・館林道・日光脇往還～」
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古代蓮の里
市民無料駐車券
＜使用上の注意＞

切り取って係員に提出してください

行田市都市計画課
☎556―1111
（内線5602）

1 駐車場を利用するときは、必
ず本券を提出してください。

2 駐車の際は、係員の指示に
従ってください。

3 駐車場内での自動車の事故・
盗難などについては、一切責
任を負いかねます。

4 本券を市外の方へ、譲渡す
ることを禁じます。

5 本券のコピーでの使用はでき
ません。

6 営業車両の本券の使用はで
きません。

1 駐車場を利用するときは、必
ず本券を提出してください。

2 駐車の際は、係員の指示に
従ってください。

3 駐車場内での自動車の事故・
盗難などについては、一切責
任を負いかねます。

4 本券を市外の方へ、譲渡す
ることを禁じます。

5 本券のコピーでの使用はでき
ません。

6 営業車両の本券の使用はで
きません。

1 駐車場を利用するときは、必
ず本券を提出してください。

2 駐車の際は、係員の指示に
従ってください。

3 駐車場内での自動車の事故・
盗難などについては、一切責
任を負いかねます。

4 本券を市外の方へ、譲渡す
ることを禁じます。

5 本券のコピーでの使用はでき
ません。

6 営業車両の本券の使用はで
きません。

古代蓮の里
市民無料駐車券
＜使用上の注意＞

切り取って係員に提出してください

行田市都市計画課
☎556―1111
（内線5602）

古代蓮の里
市民無料駐車券
＜使用上の注意＞

切り取って係員に提出してください

行田市都市計画課
☎556―1111
（内線5602）
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6月は環境月間です
　1972年6月5日からストックホルムで開催された「国連人
間環境会議」を記念し、6月5日が環境の日、そして、6月が
環境月間と定められました。地球は二酸化炭素などの温室効
果ガスの放出により温暖化が進んでいます。地球温暖化を防
止するには、化石燃料を中心としたエネルギーの無駄遣いを
無くすことが必要です。
　ここでは、温室効果ガスの発生を抑制した環境調和型のま
ち「行田エコタウン」の創出に向けた取り組みを紹介します。

創エネ・省エネによる行田エコタウンの創出
　東日本大震災の発生以後、エネルギー問題が話題となり、「エ
コ」に対する関心が高まりました。市では「メガソーラー発電
事業」および「市有施設の屋根貸しによる太陽光発電事業」をは
じめとする再生可能エネルギーを活用した「創エネ」施設の設
置や自治会との協働による市内全防犯灯約6,000基のＬＥＤ
照明化、市内公園へのオフグリッド式園内灯の設置、電気自
動車・プラグインハイブリッド自動車の普及を目的とした電
気自動車の導入補助事業の創設および急速充電設備の「省エネ」
機器を設置しました。

※ メガソーラー発電事業および屋根貸しによる太陽光発電事
業における二酸化炭素削減量は年間約2,150トン、この量
の二酸化炭素をブナ林が吸収するには467ヘクタール程度
の面積（東京ディズニーリゾート4個分または東京ドーム
100個分）が必要との試算がなされています。

▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎556―9530

メガソーラー発電事業
　市の遊休地を活用した「土地貸し」による大規模太陽光発電
所（メガソーラー）が、平成27年4月から稼動しています。
▶事業概要
　・発電設備設置面積　31,997平方メートル
　・発電出力　2.4メガワット（一般家庭の約720世帯分）
　・二酸化炭素削減量（年間）　約1,431トン 

市有施設の屋根貸しによる太陽光発電事業
　市役所庁舎、小・中学校など、市内30の市有施設で「屋根
貸し」による太陽光発電事業を実施しています。
▶事業概要（30施設合計）
　・発電設備設置面積　12,201平方メートル
　・発電出力　1.3メガワット（一般家庭の約390世帯分）
　・二酸化炭素削減量（年間）　約719トン

メガソーラー航空写真（長善沼）

忍中学校の屋上でも屋根貸しを行っています

▼ 
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さしあげます

ゆずってください

▷ドレッサー　▷食器棚　▷整理たんす　▷パソコンラッ
ク（椅子なし）　▷ジュニアシート　▷乗馬運動器具　▷ベッ
ド　▷和たんす　▷洋たんす　▷地デジアンテナ　▷ポータ
ブルトイレ　▷カーステレオ用スピーカー　▷子ども用三輪
車　▷冷凍庫

▷家庭用電動ミシン　▷アップライトピアノ　▷職業用ミシ
ン　▷女性用ゴルフクラブセット　▷きねと臼　▷ＤＶＤレ
コーダー　▷冷風機　▷小型冷蔵庫　▷ＣＤラジカセ

不
用
品
情
報

▶配布期日　6月5日㈮～ 7月8日㈬（閉庁日を除く）
▶配布場所　
　・行田市役所高齢者福祉課および行田市社会福祉協議会
　・県高齢者福祉課および県福祉事務所
　・埼玉県社会福祉協議会（彩の国すこやかプラザ内）
▶そ の 他　受験を希望する方は、試験案内を参照の上、
申し込みください。
▶問い合わせ　埼玉県社会福祉協議会研修開発部ケアマネ
ジャー業務課☎048―824―3111（試験専用）

▶日 時　7月18日㈯午前10時30分～午後1時30分
▶場 所　ＶＩＶＡぎょうだ調理室　
▶内 容　牛乳や乳製品のコクを生かしたカルシウムたっ
ぷりの料理(豚肉の柔らか重ね焼き、トマトと大葉の和風
カプレーゼ、白ご飯、抹茶のまんまる水ようかん)を作り
ます。
▶講 師　エムズキッチンスタッフ　
▶対 象　市内在住・在勤の男性　
▶定 員　25人(先着順)　
▶参 加 費　500円　
▶持 ち 物　エプロン、スリッパ、三角巾またはバンダナ
▶申し込み　6月16日㈫～ 7月7日㈫に直接または電話で
ＶＩＶＡぎょうだ(月曜日は休
館)※ひととき保育(2歳以上
の未就学児の保育・無料)の申
し込みは7月7日㈫まで
▶問い合わせ　ＶＩＶＡぎょうだ
☎556―9301

男性料理教室 ～意外なおいしさ発見！
ミルク和食料理に挑戦～

平成27年度 
埼玉県介護支援専門員実務研修
受講試験の案内を配布します

　家庭のごみを３R（Reduce（リデュース）、Recycle（リ
サイクル）、Reuse（リユース））で減らしましょう。
・Reduce（リデュース）…ごみを減らすことです。
　（例）食べ残しを少なくして、生ごみを減らしましょう。
・Recycle（リサイクル）…資源化して、再利用すること
です。
　（例）缶・ビンなどを分別して、地区の資源物収集に出
しましょう。
・Reuse（リユース）…まだ使える
ものを繰り返し使うことです。
　（例）読んだ本や着られなくなっ
た洋服をリサイクルショップに
出しましょう。

▶問い合わせ　環境課環境政策担当
☎556―9530

みんなで始めよう  環境への取り組み

毎日の生活を見直してみましょう
難易度：易　まずはここからやってみよう
場所 取り組み 二酸化炭素削減量（１カ月）

リビング 部屋を出るときは照明のスイッチを切る
（１日１時間照明の点灯時間を短くした場合） 0.7キログラム

キッチン 冷蔵庫の扉は開閉を少なくし、開けている
時間を短くする 0.5キログラム

キッチン 炎は鍋底からはみ出さないように調整する 0.5キログラム

風呂 シャワーの出しっ放しをやめて、小まめに
止める 2.7キログラム

難易度：中　少しがんばってやってみよう
場所 取り組み 二酸化炭素削減量（１カ月）

リビング １日１時間冷房運転時間を短くする 1.7キログラム

風呂 ヘアードライヤーの使用を短くする
（１日５分短くした場合） 1.0キログラム

難易度：難　チャレンジしてみよう
場所 取り組み 二酸化炭素削減量（１カ月）

リビング エアコンのフィルターの目詰まりを月1回
掃除する 1.1キログラム

買い物 マイバッグを持参して、レジ袋をもらわ
ない 1.2キログラム
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市民けんこう大学｢目指せ！健康マイスター☆｣
～「歩いて」「学んで」健康になろう ～熱中症予防は真夏前から始めよう

　継続的な健康づくりに楽しく取り組むことを目的として、平成24年度より「市民けんこう大学」がスタートしました。今年度は、
幅広い健康知識を深めることはもちろん、期間を通して「運動」に取り組んでいただき、運動能力測定でその効果を確認します。あ
なたも一緒に「健康マイスター」を目指しませんか。

回 日　　時 内　　容 場　　所 講　　師

１ 7月14日㈫
午前10時～正午

開講式、オリエンテーション
（けんこう大学・大学院合同）
・行田市の健康状況と今後の話
・特別講座「市民協働の健康づくり」

商工センター
401研修室

・保健師
・Wasedaウエルネス
　ネットワーク

２ 7月18日㈯
午前9時30分～正午

【ビフォアー　運動能力測定会】
・体組成計…身長、体重、BMI、体脂肪率など
・測定…握力、前屈、跳躍、肺活量など
・ロコモ度テスト…2ステップテスト、立ち上がりテスト

商工センター
ホール 行田市スポーツ推進委員

３ 7月29日㈬
午前10時～ 11時30分

【運動講座①】
・正しい姿勢で歩こう♪
・お家でも出来る 暑い夏の運動法（ストレッチ）

商工センター
ホール

Wasedaウエルネス
ネットワーク

４ 8月21日㈮
午前10時～正午

【講話】生活習慣振り返り講座☆
・健康長寿サポーター養成講習
・食事と栄養バランス講座（グループワーク）

商工センター
403研修室

・管理栄養士
・保健師

５ 8月27日㈭
午後2時～ 3時30分

公開講座
【講話】禁煙講座

商工センター
ホール ファイザー（株）

6
★

①9月4日㈮
②9月8日㈫
午前10時～午後0時30分

【栄養講座】食事バランスと知的作業能力
【見学と試食】給食センターひまわり給食体験

給食センター
ひまわり

・栄養士
・大塚製薬（株）

7 9月11日㈮
午後2時～ 3時30分 【運動講座②】筋力アップトレーニング 商工センター

ホール
Wasedaウエルネス
ネットワーク

8 9月17日㈭
午後1時～ 3時

公開講座
【講話】歯科講座

商工センター
403研修室

清水泰治さん
（歯科医師）

9 10月中 公開講座
【講演会】介護予防講演会 未定 高齢者福祉課

10
★

①10月16日㈮
②10月21日㈬
※バスで日帰り

【体験実習】
森林セラピー®体験ツアー
｢上野村の豊かな自然をいただきま～す！｣

群馬県上野村 森林セラピーガイド

11 10月29日㈭午前10時～正午
公開講座
【講話・運動実習】体に効くサーキットウオーキング教室

行田グリーン
アリーナ 健康運動指導士

12
★

①11月18日㈬
②11月19日㈭
午後1時30分～ 4時

【地産地消講座・実習】
青大豆を使って豆腐づくりに挑戦！！

VIVAぎょうだ
調理室

・行田市くらしの会
・大塚製薬（株）

13 11月24日㈫午後2時～ 3時30分
公開講座
【講話】痛みの講座

商工センター
ホール ファイザー（株）

14
★

①12月4日㈮
②12月7日㈪
午後1時30分～ 4時30分

【普通救命講習】（3時間）
AEDの使い方や心肺蘇生法などの講習
（受講者には普通救命講習修了証を授与）

消防本部 救急救命士

15 平成28年１月18日㈪午後2時～ 4時

公開講座
【講話・実習】きもちリフレッシュ講演会
コミュニケーション力

りょく
トレーニング

商工センター
ホール

高倉恵子さん
（埼玉カウンセリング
センター）

16 １月22日㈮午後2時～ 3時30分
【運動講座③】
運動を継続する方法・体の使い方

商工センター
ホール

Wasedaウエルネス
ネットワーク

17 2月6日㈯午前9時30分～正午

【アフター　運動能力測定会】
・体組成計…身長、体重、BMI、体脂肪率など
・測定…握力、前屈、跳躍、肺活量など
・ロコモ度テスト…2ステップテスト、立ち上がりテスト

商工センター
ホール 行田市スポーツ推進委員

2月19日㈮
午前10時～ 11時30分 修了証書授与式（けんこう大学・大学院合同） 商工センター

401研修室 　

（★は、それぞれの日程から一つを選択して受講する講座です）
・修了式を除く全17講座から、自由に講座を選択します。
・12講座以上受講した方を「行田市健康マイスター」として認定します。
・今年度、健康診断（特定健康診査など）を受診した場合は、1講座を受講したものとみなします。
・ 希望する方は、参加者同士で大学実施期間を通して「歩こう競争」を実施します
　（歩数計の貸し出しもありますので、お持ちでない方はご相談ください）。
・日時、内容、場所、講師などは変更になる場合があります。
▶定 員　50人（応募者多数の場合は抽選）
▶対 象　・市内在住の方（昨年度受講した方は、申し込みできません）
　　　　　　・「健康マイスター」を目指せる方
▶受 講 料　無料（一部自己負担あり）
▶申し込み・問い合わせ　６月26日㈮までに電話で保健センター健康づくり支援担当（市役所内・内線378）

　市では今年度｢熱中症予防対策宣言｣を行い、熱中症予防対策に取り組んでいきます。｢市報ぎょうだ｣6月号か
ら3カ月間、熱中症予防についてのコラムを掲載していきます。キーワードクイズもありますので、楽しみな
がら、暑い夏を乗り切りましょう。

熱中症への備えは本格的に暑くなる前に
　暑い日が多くなってきましたが、皆さんの体調はいかがでしょう
か。これから暑くなるにしたがって、注意しなければいけないのが
熱中症です。熱中症は、体の中にこもった熱を上手に発散できない
ことによって起こります。
　｢熱中症は真夏だけに起こる｣と考えている方も多いかもしれませ
んが、実はそうではありません。まだ暑さに体が慣れていない梅雨
入り前から、水分補給は欠かさずに行いましょう。

1日30分で暑さに負けない強い体づくり
　暑さに慣れて汗をかきやすく、熱を発散しやすくするためには、「少し暑い」中で｢少しきつめ｣の運動を続け
ることが必要です。１日30分程度の運動を週4日以上、4週間程度続けると効果が出てきます。暑さに負けな
い強い体をつくるためには、運動後にコップ１杯の牛乳など、タンパク質や糖分を多く含んだ食品を取ると、
より一層効果的です。

中高年の方や体力に自信がない方におすすめ　インターバル速歩
　できるだけ大股になるように意識し、軽く会話ができる程度の早さで3
分間歩いた後に、ゆっくり3分間歩きます。これを交互にくり返し、合計
して15分ほど行います。

※運動時の注意
　・正しい姿勢、大股をキープしましょう。
　・小まめに水分の補給をしましょう。
　・体調が悪いときなどは、無理をしないようにしましょう。

今月のキーワード　「もちろん」
※ ｢市報ぎょうだ｣6月号から8月号を通じてキーワードを出します。言葉をつなげて応募した方の中から抽選で
大豆機能食品を差し上げます。8月号に応募方法を掲載しますので、どうぞご応募ください。

▶問い合わせ　保健センター健康づくり支援担当（市役所内・内線378）
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今月の熱中症スローガン
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　「市報ぎょうだ」５月号16ページで紹介した「中小企業振興事業補助金」のうち、事業拡大設備投資補助金（対象経費
の2分の1を限度に、上限500万円、下限100万円）の交付を受けるためには勉強会への参加が条件であると記載しま
したが、このたび勉強会についての詳細が決まりましたのでお知らせします。

▶時 間　午後1時30分～4時30分
▶場 所　商工センター 403研修室
▶定 員　各40人
▶受 講 料　無料
▶問い合わせ　 行田商工会議所☎556―

4111または商工観光課
企業誘致担当（内線384）

テーマ 期　日 内　容

新製品、新サービス
開発セミナー 6月22日㈪

・新製品、新サービスの開発の必要性と留意点
・基礎知識
・新製品、新サービスのアイデア開発法
・今後の有望な分野

経営計画セミナー
（現状分析編） 7月23日㈭

・「売上」「利益」の現状、傾向を見る
・自社の「強み」「弱み」を見つける
・お客さまの声、市場の動向を知る
・問題点、課題を見つける

経営計画セミナー
（新事業開発編） 8月4日㈫

・現状分析から今後の方向性を考える
・新たな事業を考える
・売れる仕組みを作る
・収益拡大に向けた利益計画を立てる

　オオキンケイギクは、北米原産の多年草で5月下旬か
ら7月にかけて黄色のコスモスに似た花を咲かせる植物
です。強くしなやかな植物でよく生育することから、か
つては道路沿いを緑化するために使用されていました。
　しかし、いったん定着してしまうと在来の野草の生育
場所を奪い、周囲の環境を一変させてしまいます。この
ことから、平成18年に外
来生物法に基づく特定外来
生物に指定され、栽培、譲
渡などが原則として禁止さ
れましたので、家庭や畑に
植えている場合は、適切な
処分をお願いします。

▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎556―9530

　現在、日本年金機構では、厚生年金保険および健康保
険の未加入事業所の適用促進事業を推進しています。
　常時従業員（事業主を含む）を使用する法人事業所と、
農林水産業やサービス業の一部を除く従業員5人以上の
事業所は、法律により厚生年金保険と健康保険の加入が
義務付けられています。加入についての具体的な説明や
手続きについて不明な点がある場合は、熊谷年金事務所
職員が訪問しますのでご相談ください。
　なお、加入の手続きをしていない場合は、立入検査な
どの対象となりますので、社会保険制度にご理解・ご協
力いただき自主的な加入の手続きをお願いします。

▶問い合わせ　熊谷年金事務所☎522―5012

　年2回発行している生涯学習情報誌「はすやぐら」のボ
ランティア編集委員を募集します。編集業務に興味のあ
る方は、ぜひご応募ください。

▶ 応募資格　市内在住で編集会議（1号当たり8～ 10回
程度）に出席できる方
▶募集人数　若干名
▶ 業務内容　編集会議に参加し、他の編集委員と一緒に
企画、提案、作成などを行います。
▶謝礼など　交通費程度
▶そ の 他　未経験の方も歓迎
▶申し込み・問い合わせ　
　ひとつくり支援課生涯学習担当☎556―8319

　県では、小・中学校などで現在使用している教科書や
来年度使用開始の教科書を展示します。どなたでもご覧
になれますので、ぜひ会場に足を運んでください。

▶日 時　 6月11日㈭～ 7月4日㈯午前9時～午後5
時（日曜日を除く）

▶場 所　県立総合教育センター
▶展示教科書　 ・ 現行教科書（小・中学校、高等学校、特別

支援学校）
 ・ 来年度使用開始の教科書（中学校・特別支

援学校中等部）
▶問い合わせ　 県立総合教育センター☎556―3487
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分かることっておもしろい
行田市中小企業振興事業「事業拡大設備投資補助金」を
申請するためには、勉強会へ2回以上参加することが必要です

特定外来生物オオキンケイギクについて

教科書展示会を開催します

事業主の皆さんへ
厚生年金保険、健康保険の
加入手続きはお済みですか

生涯学習情報誌「はすやぐら」の
編集委員を募集します

　市では、ものつくり大学、ＮＰＯ法人子育てネット行田、行田市民大学と連携して、子どもの知的好奇心を
刺激する学びの機会を提供することを目的とした｢子ども大学ぎょうだ｣を開校しています。
　授業では、ものごとの原理や仕組みを追求する「はてな学」、地域を知り郷土を愛する心を育てる「ふるさと学」、
自分を見つめ人生や将来について考える「生き方学」の3分野を学びます。興味のあるお子さんはぜひご応募く
ださい。

日　　時 場　　所 内　　容

7月11日㈯
午前8時30分～ 11時45分 ものつくり大学

入学式・角帽づくり
【はてな学①】いろいろな橋を知ろう
【はてな学②】 どんな人たちがクルマをつくってい

るの？

7月25日㈯
午前9時15分～正午 忠次郎蔵 【生き方学】手打ちうどんづくりに挑戦

　　　　　 ～日本の食文化を体験しよう～

8月1日㈯
午前9時15分～ 11時45分 さきたま史跡の博物館

【ふるさと学】まが玉づくりに挑戦
　　　　　　 ～古代の出土品を再現しよう～
学園祭の準備

8月29日㈯
午前9時15分～ 11時45分 産業文化会館 学園祭の準備

～作って遊べるコーナーをみんなで準備しよう～

9月26日㈯
午前9時15分～ 11時45分 ものつくり大学

【ふるさと学】昔話を聞こう
～忍の行田の語り部の会による弾き語りを聞こう～
【はてな学】身の回りの環境を知ろう
～測定器を使って気温や明るさを測ってみよう～
修了式

10月18日㈰
午前9時30分～午後3時 水城公園市民広場

学園祭　
※ 10月18日に実施予定の｢浮き城のまち行田こど
もまつり｣で学園祭を行います。

▶対 象　市内の小学4年生～ 6年生
▶定 員　 50人（申し込み多数の場合は6月24日㈬午後2時から教育委員会2階2B会議室で公開抽選会を行

います）
▶参 加 費　1,500円（保険料、教材費などを含む）
▶申し込み　 ひとつくり支援課で配布している申込書に必要事項を記入の上、6月8日㈪～22日㈪に持参、郵送、

ＦＡＸのいずれかの方法で提出してください。
 【持参・郵送】〒361―0052 行田市本丸２―20 行田市教育委員会ひとつくり支援課　
 【ＦＡＸ】556―0770
▶問い合わせ　子ども大学ぎょうだ実行委員会（ひとつくり支援課内）☎556―8319

平成27年10月1日に国勢調査を行います

子ども大学ぎょうだ
参加者募集

今年はこんな学習プログラムを計画しています。



2015.6 市報 ぎょうだ 1617

平成27年度　行田市民「おもしろものづくり教室」

　※ 「自分のリズムでタンタン鍛金－銀のスプーン作り－」、「ガラス細工体験－小皿・アクセサリー作り－」は2日間とも参加
する必要があります。

　※ いずれも場所はものつくり大学です。
▶申し込み・問い合わせ　同大学☎564―3819（月～金曜日の午前9時～午後5時）

教室名 日　時 内　容 対　象 定員（先着順） 参加費 受付期間

麻縄を使って、イスをつ
くってみよう

7月12日㈰
午後1時～3時

木材を利用した椅子の枠組みか
ら、麻縄はりまで1から椅子作り
を体験できます。

小学3年生以上
(小学2年生以下は保
護者同伴であれば可)

20人

500円 7月3日㈮
まで

タイルコースターセット
を作ろう！－塗装とタイ
ルはりを体験－

7月19日㈰
午後1時～3時

タイルコースターを2枚作ります。
コースターの枠の塗装、タイル選
び、タイル貼りを体験できます。

小学3年生以上
(小学2年生以下は保
護者同伴であれば可)

500円 7月10日㈮
まで

幸せを呼ぶ瑠璃色の貴石
～ラピスラズリを磨いて
アクセサリーを作ろう～

7月25日㈯
午後1時～3時

希少価値のあるラピスラズリを磨
き、精密加工の楽しさを味わいな
がら、アクセサリーを作ります。

小学生以上 500円 7月17日㈮
まで

自分のリズムでタンタン
鍛金（※）
－銀のスプーン作り－

8月8日㈯・9日㈰
（2日間）　
午前10時～午後4時

銀の薄板を鎚
つち
だけを使ってたたき

ながら、スプーンを作ります。

小学生以上
(小学生は保護者
同伴）

1,000円 7月31日㈮
まで

木の本立てを作ろう
－のこぎり・釘打ち・か
んな体験－　

8月22日㈯
午後1時～3時

のこぎりやかなづち、かんなを
使って木の本立てを作ります。

小学3年生以上
(小学2年生以下は保
護者同伴であれば可)

500円 8月11日㈫
まで

ガラス細工体験－小皿・
アクセサリー作り－（※）

8月29日㈯・30日㈰
（2日間）　
午前10時～午後3時

ガラスを切ったりバーナーで溶か
すなどして、夏にぴったりな小皿
やアクセサリーを作ります。

小学5年生以上
(小学生は保護者
同伴）

1,000円 8月21日㈮
まで

楽しい竹細工教室
10月31日㈯、11月1
日㈰　午前10時～
午後3時

竹とんぼ、ガリガリとんぼを作っ
て遊びます。 小学生以上 各日とも

100人 無料 予約不要

　さきたま史跡の博物館では、夏休み
期間中に小学生を対象にした古代体験
イベントを開催します。ぜひ、ご参加
ください。

いずれのイベントも
▶ 時 間　午後1時30分～ 3時30分
▶ 場 所　同館体験工房
▶ 定 員　20人(先着順)
▶ 申し込み・問い合わせ　6月1日㈪
から電話で同館☎559―1181

古代体験
夏休み子供体験

　4月23日から25日まで、東京ビッ
グサイトで開催された第39回2015
日本ホビーショー。このイベントで、
ものつくり大学、行田市教育委員会、
日本機械学会が共催している「マン
ガンカーレース大会」が、第25回ホ
ビー大賞の特別賞を受賞しました。
　ホビー大賞とは、人々や社会に感
動、豊かさ、楽しみ､ 温もりなどを
もたらす創造性、デザイン性に富ん
だ創作物や活動を幅広く顕彰する
ものです。市内の小学生がマンガン
カーを製作し、サーキットでレー
スを行ったり、マシンのデザインを
競ったりする「マンガンカーレース大会」は、ものつくり大学の学
生が主導して毎年開催し、今年は14回目を迎えます。今回の受
賞は、長年の継続と子供たちがものづくりに興味を持つ機会と
なっていることが高く評価されたものです。
　「マンガンカーレース大会」は、今年も10月31日㈯、11月1
日㈰にものつくり大学碧蓮祭で開催します。また、10月24日㈯・
25日㈰に事前工作教室も実施しますので、ぜひご参加ください。
▶ 問い合わせ　学校教育課学務担当☎556―8316

「マンガンカーレース大会」が第25回
ホビー大賞特別賞を受賞しました

表彰式後、喜びの表情を見せるマンガ
ンカープロジェクトメンバーの皆さん

イベント名 期　日 費　用

縄文土器を
つくろう 7月22日㈬ 600円

(材料費)

土偶を
つくろう

7月23日㈭

300円
(材料費)

土鈴・土笛を
つくろう 7月25日㈯

北彩タウン情報　～でかけませんか  となりまち～
 
騎西あじさい祭り
▶ 日 時　6月14日㈰午前9時30分～午後3時
　※雨天決行
▶ 場 所　玉敷公園・ふじとあじさいの道
▶ 内 容　人力車、あじさいボランティアによるガ
イド、あじさいロードスタンプラリーなど

▶ 問い合わせ　観光協会騎西支部☎0480―73―1111

 
羽生夏まつり
▶ 日 時　7月11日㈯午後1時～ 9時
▶ 場 所　プラザ通り、はなみずき通り（羽生駅東
口より徒歩5分）
▶ 内 容　歩行者天国となった会場で、山車のたた
き合いや、みこしのもみ合いが行われます。また、
よさこい祭りも行われ、大勢の人でにぎわいます。
▶ 問い合わせ　羽生市キャラクター推進室☎560―31
　19

羽　生　市 加　須　市

第22回市民祭　行田浮き城まつり
イベント参加者を募集します

甲種防火管理新規講習
▶ 日 時　7月23日㈭・24日㈮午前9時～午後5
時（2日間）　

▶場 所　中央公民館第1学習室（「みらい」内）　
▶ 内 容　甲種防火管理者の資格を取得するため
の講習　

▶定 員　50人（先着順）
▶受 講 料　4,000円（教材費など）
▶ 申し込み　6月22日㈪～ 26日㈮に印鑑、受講料、
写真（縦3センチメートル×横2.5センチメートルで
3カ月以内に撮影したもの）を消防本部予防課へ持参

▶問い合わせ　同課☎550―2121 

賞金総額10万円をゲット！　浮き城だんべ踊り　踊り連
▶日 時　7月26日㈰午後7時～ 8時(予定)
▶参 加 費　1人100円
▶特 典　踊りコンテスト優秀連に賞金総額10万円
▶ 説 明 会　6月14日㈰午後6時30分から商工センター
　403研修室で開催します。

フリーマーケット出店者
▶日 時　7月25日㈯午後4時～ 9時
▶出 店 料　【家庭の不用品の出店】500円
　　　　　　【飲食での出店】1,000円
　　　　　　【車での出店】2,500円
▶募集出店数　50店
▶ 説 明 会　6月13日㈯午後7時から商工センター 403研
修室で開催します。

ステージ出演者
▶日 時　7月25日㈯・26日㈰午後4時～ 9時
▶場 所　まつり会場中央ステージ
▶参 加 費　無料
▶説 明 会　6月14日㈰午後7時30分から商工センター
　403研修室で開催します。

だんべ踊り、フリーマーケットいずれも
▶ 申し込み　説明会の日に配布する申込用紙に必要事項を
記入の上、7月3日㈮午後7時～ 8時に直接商工センター
201会議室に提出してください。

行田浮き城まつりボランティアも募集します
▶期 日　7月25日㈯・26日㈰
▶内 容　行田浮き城まつりの手伝い
▶ 問い合わせ　行田浮き城まつり実行委員
　会事務局☎090―3318―4295また
　は海野☎090―8870―6232

「わが子」の自立のための
保護者向けセミナーを開催します

　社会的ひきこもり・ニートなど、社会的に孤立す
る「わが子」を抱える保護者のための自立支援セミナー
を開催します。

▶ 日 時　7月4日㈯午後1時30分～ 4時30分
▶場 所　商工センター 404研修室
▶ 対 象　義務教育を修了した15歳～ 39歳まで
の「未就労」の子どもを抱える親または家族

　※夫婦での参加も可
▶定 員　20人（先着順）
▶参 加 費　無料
▶ 申し込み・問い合わせ　6月4日㈭から電話で若者
自立センター埼玉☎048―255―8680（受付時間は
午後1時～ 7時）
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保　健　案　内保　健　案　内 保健センター
長野2－3－17
TEL：５５３－００５３
ＦＡＸ：５５５－２５５１
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・診療科目……内科、小児科、外科
・診療時間……午前10時～午後５時
　※ 医療機関が変更されることがありますので、事前に問
い合わせください。

・清幸会行田中央総合病院　☎553―2000
・壮幸会行田総合病院　☎552―1111
◇ 夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき
・行田市消防署　☎550―2123
・ 埼玉県救急医療情報センター　☎048―824―4199
◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・ 県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相談窓口
につながります(携帯電話可)。

・相談時間【月～土曜日】午後７時～翌日午前７時
　　　　　  【日曜日、祝日】午前7時～翌日午前７時
◇埼玉県大人の救急電話相談「♯7000」
・ 県内どこからでも「♯7000」をプッシュし、音声ガイダ
ンスにしたがってボタン１を押すと相談窓口につながり
ます(携帯電話可)。

・相談時間【毎日】午後6時30分～ 10時30分

子どもの健康

休日急患診療
期　日 医療機関名 期　日 医療機関名

6月21日（日) 壮幸会行田総合病院 7月 5日（日)) 壮幸会行田総合病院

6月28日（日) 清幸会行田中央総合病院 7月12日（日) 壮幸会行田総合病院
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乳幼児健診
健 診 名　 ４カ月児健診、１歳６カ月児健診、２歳児歯科

健診、３歳児健診
そ の 他　 転入されたお子さんで、前住所地で受診していな

い方は保健センターにご連絡ください。

乳幼児相談 (要申し込み)
日 時　6月17日㈬午前9時30分～11時
対 象　 小学校入学前のお子さん

離乳食教室(初期)(要申し込み)
日 時　 7月14日㈫午前10時30分～ 11時30分（午

前10時15分から受け付け )
対 象　 平成27年1月15日～ 2月14日生まれのお子

さんがいる方

離乳食教室(中後期)(要申し込み)
日 時　 6月16日㈫午前10時30分～ 11時30分（午

前10時15分から受け付け )
対 象　 7カ月～ 11カ月のお子さんがいる方

※いずれも場所は保健センター

８０２０よい歯のコンクール
　歯は、食べることを通じて健康づくりに重要な役割を果
たすとともに、生活全般を楽しむためにとても大切なもの
です。長年にわたり健康な歯を維持している方を対象に
「8020よい歯のコンクール」を開催します。

日 時　7月9日㈭午前9時
場 所　保健センター
対 象　次の全ての条件に該当し、参加を希望する方
　　　　　・平成27年4月1日現在で80歳以上の方
　　　　　・ 自分の歯が20本以上(治療済みも可)あり、

健康な方
　　　　　・今までに当コンクールで表彰経験のない方
主　　催　北埼玉歯科医師会　　　　　
協　　力　行田市
申し込み　6月30日㈫までに電話で保健センター

おとなの健康
こころの相談 (要申し込み)
日 時　6月17日㈬　
　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
場 所　保健センター
対 象　 いつも不安、夜眠れない、生活のリズムが乱れ

ている、自分の性格や人間関係に悩んでいる、
飲酒量が多くやめられないなど、こころに悩み
のある方

そ の 他　随時、電話での相談も受け付けます。

次世代デンタル健診
日 時　7月2日㈭午前9時
場 所　保健センター
対 象　健診当日、市内在住で次のいずれかに該当する方
　　　　　・平成28年3月31日現在、20歳～ 39歳の方
　　　　　・妊婦(安定期)の方
　　　　　・就学前の乳幼児と保護者
そ の 他　 親子のよい歯のコンクールの審査も行います。

平成22年10月から平成23年8月生まれのお
子さんで虫歯のない子とその親は、保健セン
ターにご連絡ください。

申し込み　6月1日㈪から直接または電話で保健センター

めざそう！８０２０
　「8020運動」とは、80歳を過ぎても20本以上の自分
の歯でかめるようにしようという運動です。

スタートは、妊娠中から
　　　　　　▼
乳歯が生えたら大人が仕上げ磨きを
　　　　　　▼
６歳臼歯は虫歯になりやすいから気を付けて
　　　　　　▼
20歳過ぎたら歯周病に要注意
　　　　　　▼
半年に１度はかかりつけの歯科医で点検を
　　　　　　▼
ゴールは、一生自分の歯でかむこと

　これからママ･パパになる方を対象に、
楽しく友だちをつくりながら、子育てにつ
いて学ぶ教室を行っています。ぜひご参加
ください。

日 時　 6月25日㈭午後1時15分～ 4
時(午後1時から受け付け）

場 所　保健センター　　
内 容　 妊娠中の栄養の話、沐

もくよく
浴実習、

フリートーク※初妊婦向け
対 象　妊婦とその家族
定 員　16人(先着順)
注 意　 安定期に入った妊娠中・後期(16

週～ 34週)の方の参加をおすす
めします。

申し込み　 6月24日㈬までに直接または電
話で保健センター

ママ・パパ教室

　次世代育成支援の一環として、不妊治療
を受けた夫婦に対して、その治療費用の一
部を助成しています。詳しくは、保健セン
ターへ問い合わせください。

ご存じですか
行田市不妊治療費助成事業

　里帰り出産などで、埼玉県や本市と契約
をしていない医療機関で受診した妊婦健康
診査について、その健診に掛かった費用の
公費範囲内を助成します。出産後または最
後の妊婦健康診査から6カ月以内に保健セ
ンターに申請してください。詳しくは、同
センターに問い合わせください。

ご利用ください
妊婦健康診査費用の助成事業

(償還払い)

　北埼玉歯科医師会と行田市歯科医師会では、歯科衛生士が歯や口に関す
る悩みを電話で受け付けする「在宅歯科医療推進窓口」を行田中央総合病
院内に設置しました。ぜひ、ご利用ください。

 受付電話番号　080―1391－8020
　　　　　　　 【相談時間】月～金曜日（祝日、年末年始を除く）の午前10

時～午後3時※正午～午後1時を除く
内　　容　・歯科通院が困難な方の悩みや歯科治療の相談
　　　　　・訪問歯科診療を行っている歯科医院の紹介
対 象　自宅や施設で療養中の方で、歯や口に関する悩みのある方　　
　　　　　(本人、家族、医療や介護の関係者など)
そ の 他　 上記の電話がつながらない場合は、埼玉県在宅歯科医療推進窓口

☎048―822―6464へ電話してください。

在宅歯科医療推進窓口
（北埼玉地区在宅歯科医療推進窓口地域拠点）

ができました

　次の医療機関で新たに大腸がん検診・肝炎ウイルス検診および高齢者肺
炎球菌定期予防接種を実施することができるようになりましたので、お知
らせします。

大腸がん検診・肝炎ウイルス検診
および高齢者肺炎球菌定期予防接種の
実施医療機関が追加されました

医療機関名 大腸がん
検診

肝炎ウイル
ス検診

高齢者肺炎
球菌定期予
防接種

電話番号

いわね内科
クリニック ○ ○ ○ 554―1313

行田ふれあい
クリニック ー ー ○ 555―1155

※ 上記以外の高齢者肺炎球菌定期予防接種の指定医療機関は「市報ぎょう
だ」4月号の23ページに、大腸がん検診・肝炎ウイルス検診の実施医
療機関は3月から4月ごろに配布した「保健センターのお知らせ」に掲載
してあります。

ご利用ください 行田市在宅主治医等紹介システム
　「病気があるが、足が不自由で通院できない」「寝たきりの家族がいて、床ずれが心配」「リハビリをしたいが、通えない」
といった悩みを抱えていませんか。そういった方のために、医師・歯科医師・薬剤師・看護師・理学療法士・栄養士・歯
科衛生士などの専門家が患者の自宅を訪問して、皆さんの健康をサポートしていくのが行田市医師会の「行田市在宅主治医
等紹介システム」です。手続きは簡単ですので、ぜひご利用ください。

利用方法　①「在宅医療支援センター」へご連絡ください。相談内容を伺います。
　　　　　　※利用に当たり申込書・同意書を記入していただきます。
　　　　　②相談内容から、最善と思われる医師・担当者を選び、登録医などへ訪問を依頼します。
　　　　　③登録医師もしくは担当者が患者宅を訪問します。

申し込み・問い合わせ　在宅医療支援センター☎553―2060(月～金曜日の午前9時～ 午後5時)※祝日、年末年始を除く

Ｑ　費用は掛かりますか。
Ａ　 診療には、健康保険が適用されます。紹介の手続
き費用は無料です。

Ｑ　訪問日は決まっていますか。
Ａ　 診療計画を立てて相談の上、訪問担当者や訪問日
時を決めます。

行田市在宅主治医等紹介システムＱ＆Ａ



2015.6 市報 ぎょうだ

市立図書館　佐間3－24－7(「みらい」内)　ＴＥＬ：556―4227　ＦＡＸ：555―3770

開館時間　午前9時30分～午後7時
休 館 日　6月1日㈪・2日㈫・8日㈪・15日㈪・22日㈪・
　　　　　29日㈪・30日㈫、7月6日㈪・13日㈪
　　　　　※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。

2021

・過ぎ去りし王国の城(宮部みゆき／著)
・飛行機事故はなぜなくならないのか(青木謙知／著)
・埼玉西武ライオンズあるある(ふじいたかし／著）
・鬼のおっぺけぽー (夢枕獏／作)
・神社・お寺のふしぎ100(田中ひろみ／文)
・よるのかえりみち(みやこしあきこ／作)

　市立図書館が、子どもの読書活動優秀実践図書館と
して文部科学大臣から表彰されました。表彰式は、「子
ども読書の日」である4月23日に、国立オリンピック
記念青少年総合センター (東京都)で行われ、表彰45
館を代表して表彰状を受け取り、その後事例発表を行
いました。 
　市では、「子ども読書活動推進計画」に基づき、学校、
家庭、ＮＰＯ、ボランティアなどと連携して、胎児期
から学童期まで一貫した施策を行っています。今回の
表彰では、「マタニティ読書手帳」、「ブックスタート」、
「セカンドブック」、「移動図書館」、「月6回の定例おは
なし会」など、未来を担う子供たちの読書に親しむ環
境づくりにつながる取り組みが高く評価されました。

おはなし会

日　　時 場　　所 内　　容 対　　象 協力団体

6月17日、7月8日午前10時30
分～11時いずれも水曜日
※とことこタイムで実施

おはなしのへや

絵本やパネルシ
アターなど

2、3歳児と保護
者 ※図書館職員が実施

6月27日㈯午前11時

絵本や紙芝居など 幼児・小学生

おはなしタンバリン

7月4日㈯午後2時 おはなしの会

7月11日㈯午後2時 おはなしポケット

読み語りの会 6月21日㈰午後2時 ミーティングルーム 詩やエッセイな
どの朗読 どなたでも可 おしゃべりイン

コの会

英語児童書
読み聞かせ会 7月12日㈰午前11時 おはなしのへや 英語の歌遊びや

絵本の読み聞かせ
英語に興味があ
る方

ハートイングリ
ッシュスクール

定例子ども
映画会 6月20日㈯午後2時 おはなしのへや 【上映作品】

ムーミン  パペット・アニメーション  パパの青春の巻

定例イベント✿親子で楽しいひとときを✿ 

新 着 図 書 図書館が文部科学大臣表彰を
受賞しました

  【図書館豆知識 】
ＪＲ行田駅ブックポストをご存じですか

　JR行田駅東口の観光案内所に返却用ブックポスト
を設置しています。通勤・通学の際にぜひご利用くだ
さい。
▶資料回収期日　
　原則火・金曜日
▶注意　
・CD、DVD、VH
　S、紙芝居の返却
　はできません。
・ ポスト投

とうかん
函から返

却処理が完了する
まで時間がかかる
場合があります。

　お父さんが読むと楽しさが増す絵本の紹介や、読み
聞かせをするときのこつなどを学びます。お気軽にご
参加ください。

▶日 時　6月21日㈰午前10時～ 11時30分
▶場 所　図書館ミーティングルーム
▶講 師　細田香織さん(埼玉純真短期大学教員) 
▶対 象　読み聞かせに興味のある男性
▶定 員　15人程度
▶申し込み　 事前に図書館で配布している申込書に必

要事項を記載して直接提出するか、また
は電話で申し込みください。

・測定箇所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル
5月19日㈫  午前9時  0.06マイクロシーベルト(曇り)　午後3時  0.07マイクロシーベルト(曇り）

放射線量の測定値

談相種各 （6月15日～7月14日）

相　　談 場　　所 期　　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律(予約制） 産業文化会館
2階会議室

6月23日㈫、7月9日㈭
※ 予約はその月の１日から(土・日曜日、
祝日の場合は翌日）

午前9時20分～正午

地域づくり支援課
（内線252）行政 産業文化会館

2階会議室 6月15日㈪、7月6日㈪ 午後1時30分～ 3時30分

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～午後3時

30分

  相続、遺言、離婚、
  日常生活の困り事 VIVAぎょうだ 7月8日㈬※予約制 午後1時～ 5時

（受け付けは午後4時まで）
埼玉県行政書士会埼北
支部☎554―2702

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日　
※ 各土曜日は市内在住の方を対象に電話
相談も受け付けます

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～ 2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

内職 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時～午後5時 商工観光課
（内線383）

人権 地域交流センター 7月8日㈬ 午後1時30分～ 3時30分 人権推進課
（内線221）

税務(予約制）
関東信越税理
士会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日(祝日を除く)※予約受け付け
は毎週月・水・金曜日(祝日を除く)の午前
10時30分～午後3時30分

午後1時～ 4時
関東信越税理士会
行田支部
☎554―1411

水道料金の
休日納付 水道庁舎（前谷） 7月5日㈰　 午前8時30分～正午

水道課
☎553―0131水道料金の

夜間納付 水道庁舎（前谷） 6月16日・23日・30日、
7月7日・14日の火曜日　 午後5時15分～ 7時

今月の納税

市県民税・・・・・・・・1期
納期限　6月30日㈫
市税の納付には、｢安心！確実！
便利！｣な口座振替をご利用く
ださい。

▶ 日 時　7月7日・14日・21日、8月4日・18日の火曜日（全5回）午
後1時30分～ 3時30分　
▶ 場 所　総合福祉会館「やすらぎの里」交流創作室および窯場
▶ 対 象　市内在住で60歳以上の方または障害者手帳をお持ちの方（介添
えも参加可）　
▶定 員　12人（先着順）　
▶参 加 費　1,000円　
▶ 持 ち 物　汚れてもいい服装、使い古しの歯ブラシ、手拭い、エプロン　
▶ 申し込み・問い合わせ　6月23日㈫午前9時から直接または電話で行田市
社会福祉協議会☎557―5400

陶芸教室（夏コース）

武蔵水路改築工事のお知らせ
　現在実施している武蔵水路改築
工事は、平成28年3月末に終了す
る予定です。新たな武蔵水路の完
成に向けて、平成27年度は主に
道路の復旧工事などを行っていま
す。工事期間中は、ご迷惑をお掛
けしますが、ご理解ご協力をお願
いします。

▶ 問い合わせ　（独）水資源機構武
蔵水路改築建設所調整課☎549
―1851

 
道路復旧工事箇所

父の日企画 とうちゃんのための
読み聞かせ講座
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　5月10日、古代蓮の里でホタルの放流会が行われま
した。
　古代蓮の里にホタルのすめる環境をつくることを目
的としたこのイベントは、今年で11回目を迎えました。
参加した子供たちは、普段見ることがないホタルの幼
虫に興味津々な様子。参加者はホタルのクイズや手作
り紙芝居を楽しんだ後、ヘイケボタルの幼虫約5,000
匹を放流し、成長したホタルの飛び交う風景を今から
心待ちにしているようでした。

　5月16日・17日に「ぎょうだ蔵めぐりまちあるき」が行わ
れました。
　今回で11回目を迎えるこのイベントは、街なかに点在す
る16の足袋蔵などを訪れ、スタンプラリーを楽しむという
もの。1日目はあいにくの雨模様でしたが、2日目は青空
が広がり、着物姿の方や親子連れなど大勢の方が参加し、
にぎわいを見せていました。普段入ることができない個
人所有の蔵を開放したり、足袋作りの実演や和楽器の演奏
などで参加者を楽しませたりと、各蔵それぞれが特色を出
しながら、行田の歴史ある建物の魅力を伝えていました。

　4月14日から、市内の小学生を対象にした交通安全教室
が行われています。
　4月30日には泉小学校で行われ、児童らは学年ごとに道
路標識や横断歩道の渡り方、さらには自転車の正しい乗り方
などを実際に体験しながら学びました。警察官や交通指導
員の話しを熱心に聞き、交通ルールを理解することができた
児童たち。この日の体験を通して、より一層交通安全への意
識を高めることができたようです。

　5月7日、春の交通安全運動出発式が行われ、行田交通安全
協会や行田市交通安全母の会など8団体が一堂に会しました。
　工藤市長が「交通安全関係団体と警察と連携しながら、事故
のない安心・安全な行田を目指します」とあいさつ。その後、忍
城おもてなし甲冑隊による演舞や進修館高校吹奏楽部による
演奏などのアトラクションが行われ、出発式に花を添えました。
そして、最後に産業文化会館から郷土博物館前にかけて横断
幕を掲げながらパレードし、車や自転車を運転する方や歩行者
に対して、交通事故防止を呼び掛けていました。

ホタルの飛び交う夜を心待ちに

歴史ある行田の
足袋蔵の魅力を再発見

交通事故に遭わないために

　5月9日、忍川とさきたま調節池の美化活動を行いながら、さきた
ま古墳公園や古代蓮の里などを巡る「忍川美化ウオーキング」が開
催されました。
　このイベントは忍川沿いに新しく整備された水辺の遊歩道のお
披露目を兼ねて、埼玉県・行田市および埼玉県ウオーキング協会の
三者が共催したもので、地元の川に愛着を持ち、ふるさとの魅力を
実感してもらうことが狙い。コースは2種類用意され、13キロメー
トルと9キロメートルそれぞれのコースに総勢350人が参加しまし
た。参加者はビニール袋を片手に、川沿いに落ちているごみを拾
いながら、緑が豊かな行田の風景を楽しんでいる様子でした。

古代から未来へ
夢をつなぐ行田を歩く

交通事故ゼロを目指して

　毎年5月4日に行われる行田の恒例イベントといえば「さきたま火祭り」。
　今年は記念すべき30回目を迎えたこともあって、市内外から大勢の方が
会場となったさきたま古墳公園に詰め掛けました。その数なんと12万人。
午後6時30分を過ぎると、古事記に登場する「ニニギノ命」と「コノハナサク
ヤ姫」が輦台に乗って現れ、来場者を神話の世界に誘いました。そして、2
人が産屋に火を放つと祭りは最高潮に。フィナーレには450発の花火が打
ち上げられ、会場からは大きな拍手と歓声が沸き起こっていました。

記念すべき30回目の火の祭典
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明
治
27
年
に
小
倉
玉
細
工
所
と
し
て
創
業

し
、
１
２
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
オ
グ
ラ

宝
石
精
機
工
業
株
式
会
社
。
同
社
は
、
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
、
サ
フ
ァ
イ
ヤ
、
ル
ビ
ー
な
ど
の

宝
石
類
を
原
材
料
と
し
た
工
業
製
品
メ
ー

カ
ー
で
す
。
現
在
は
、
昭
和
37
年
に
建
設
し

た
埼
玉
製
作
所
（
現
埼
玉
工
場
）
で
約
2
千

か
ら
2
千
５
０
０
種
類
の
製
品
の
製
造
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
同
社
は
創
業
以
来
、
主
に
宝
石
軸
受
、
レ

コ
ー
ド
針
を
生
産
し
、
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

製
品
は
、
長
年
の
宝
石
加
工
技
術
を
生
か
し

て
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。
工
場
長
の
福
澤
正

志
さ
ん
は
「
当
社
の
強
み
は
、
宝
石
類
を
原

材
料
と
し
て
超
精
密
加
工
を
施
す
こ
と
が
で

き
る
こ
と
で
す
。
０
．
０
３
５
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
の
超
精
密
細
穴
加
工
を
行
っ
た
り
、
円
す

い
の
先
端
Ｒ
を
０
．
０
５
か
ら
０
．
３
０
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
の
Ｒ
加
工
を
す
る
な
ど
、
工
作

機
械
の
『
心
臓
部
』
と
し
て
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
部
分
の
製
造
を
手
掛
け
て
い
ま

す
」
と
自
信
を
の
ぞ
か
せ
ま
す
。
こ
の
洗
練

さ
れ
た
技
術
を
生
か
し
、
現
在
は
宝
石
類
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
金
属
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

素
材
の
加
工
を
行
い
、
工
業
機
械
分
野
だ
け

で
は
な
く
、
分
析
・
測
定
器
分
野
、
半
導
体

分
野
そ
し
て
音
響
分
野
な
ど
幅
広
い
業
界
に

製
品
を
提
供
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
昭
和
55
年
か
ら
「
お
客
さ
ま
が
求
め
る
製

品
を
必
要
な
と
き
に
、
必
要
な
も
の
が
必
要

な
だ
け
納
め
る
」
と
い
う
理
念
を
社
員
に
徹

底
す
る
た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｓ
（
ニ
ュ
ー
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
）
研
究
会
に
入
会
し
、
常

に
業
務
の
改
善
を
図
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

「
い
か
に
し
て
『
カ
イ
ゼ
ン
』
し
て
い
く
か
、

そ
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
人
材
が
必
要
か

と
い
っ
た
こ
と
を
、
異
業
種
の
方
た
ち
と
研

究
し
、
改
善
し
て
い
る
の
が
Ｎ
Ｐ
Ｓ
で
す
。

こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
仕
事
に
生
か
せ
る
人

材
（
人
財
）
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
、
効

率
的
な
生
産
に
つ
な
が
る
の
で
す
」
と
福
澤

さ
ん
は
言
葉
に
熱
を
込
め
ま
す
。

　
確
か
な
技
術
力
と
「
も
の
づ
く
り
」
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
た
ち
が
集
結
す
る
同
社
。
福

澤
さ
ん
は
「
変
化
す
る
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
捉
え
、
質
の
高
い
製
品
を
タ
イ
ム

リ
ー
に
届
け
る
た
め
『
変
種
変
量
生
産
』
を

目
指
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
人
の
動
き

を
機
械
に
置
き
換
え
、
24
時
間
生
産
で
き
る

機
械
を
開
発
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
が
私
た
ち
の
目
標
で
す
」
と
意
気

込
み
を
語
り
ま
す
。
１
２
０
年
間
脈
々
と
受

け
継
が
れ
て
き
た
「
も
の
づ
く
り
」
へ
の
熱

い
思
い
と
最
先
端
技
術
を
融
合
す
る
こ
と

で
、
同
社
は
新
た
な
価
値
を
持
っ
た
製
品
を

創
造
し
、
私
た
ち
の
生
活
を
豊
か
に
し
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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平
成
24
年
度
、
26
年
度
の
国
民
体
育
大
会
の
女
子
ハ

ン
マ
ー
投
げ
で
、
高
校
生
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
2
人
輩
出

し
て
い
る
県
立
進
修
館
高
等
学
校
陸
上
競
技
部
。
今
月

紹
介
す
る
関
口
清
乃
さ
ん
は
、
今
年
4
月
に
行
わ
れ
た

第
8
回
大
川
杯
ハ
ン
マ
ー
投
げ
競
技
会
で
全
国
の
並
み

居
る
強
豪
を
抑
え
、
51
メ
ー
ト
ル
44
の
自
己
記
録
を
出

し
て
優
勝
す
る
な
ど
、
現
在
急
成
長
を
遂
げ
て
い
る
注

目
の
選
手
で
す
。

　
関
口
さ
ん
は
、
中
学
生
の
と
き
に
陸
上
競
技
を
始
め

ま
し
た
。
当
初
は
短
距
離
の
選
手
で
し
た
が
、
2
年
生

の
と
き
に
腰
を
痛
め
た
こ
と
か
ら
、
種
目
を
砲
丸
投
げ

に
変
更
。
す
る
と
、
そ
の
年
の
秋
の
県
大
会
で
6
位
入

賞
を
果
た
し
、
投
て
き
選
手
と
し
て
一
目
置
か
れ
る
存

在
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
3
年
生
最
後
の
県
大
会

で
は
予
選
敗
退
と
い
う
結
果
に
終
わ
り
、
悔
し
さ
を
抱

え
た
ま
ま
中
学
校
で
の
競
技
生
活
に
別
れ
を
告
げ
た
の

で
す
。

　
高
校
で
も
陸
上
競
技
を
続
け
る
こ
と
を
決
意
し
、
中

学
3
年
の
夏
休
み
に
進
修
館
高
校
の
練
習
に
参
加
し
た

関
口
さ
ん
は
、
そ
こ
で
心
躍
ら
せ
る
光
景
を
目
に
し
ま

し
た
。
広
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
充
実
し
た
設
備
、
そ
し
て

ハ
ン
マ
ー
を
力
強
く
投
げ
る
先
輩
の
姿
。
そ
の
瞬
間
、

同
校
に
進
学
し
て
ハ
ン
マ
ー
投
げ
に
挑
戦
し
よ
う
と
い

う
意
思
を
固
め
た
そ
う
で
す
。

　
高
校
生
に
な
り
、
憧
れ
の
先
輩
と
共
に
汗
を
流
す
生

活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。「
先
輩
た
ち
に
追
い
付
き

た
い
」
と
い
う
思
い
で
必
死
に
な
っ
て
ハ
ン
マ
ー
を

投
げ
続
け
、
練
習
で
は
好
記
録
を
出
す
こ
と
も
。
し
か

し
、
試
合
に
な
る
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら
か
記
録
を
残

す
こ
と
が
で
き
ず
、
毎
回
悔
し
涙
を
流
し
て
い
た
そ
う

で
す
。
関
口
さ
ん
は
「
入
学
し
て
か
ら
ず
っ
と
結
果
が

出
な
く
て
、
本
当
に
つ
ら
か
っ
た
で
す
。
辞
め
た
い
と

思
い
、
練
習
を
休
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」
と
当
時

の
苦
し
い
胸
の
内
を
明
か
し
ま
す
。
よ
う
や
く
本
来
の

力
を
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
今
年
に
入
っ
て
か

ら
。「
こ
れ
ま
で
は
『
記
録
を
狙
い
た
い
、
あ
の
人
に

勝
ち
た
い
』
と
強
く
意
識
し
過
ぎ
て
い
ま
し
た
。
最
近

は
、
競
技
を
楽
し
め
ば
、
結
果
は
自
ず
と
付
い
て
く
る

こ
と
が
分
か
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
自
ら
好
調
の
要
因
を

分
析
し
ま
す
。

　
大
川
杯
ハ
ン
マ
ー
投
げ
競
技
会
に
引
き
続
き
、
県
北

学
校
総
合
体
育
大
会
で
も
大
会
新
記
録
を
出
し
て
優
勝

す
る
な
ど
、
目
覚
し
い
活
躍
を
続
け
る
関
口
さ
ん
。
こ

れ
か
ら
の
目
標
を
「
秋
に
開
催
さ
れ
る
国
体
の
選
手
に

な
っ
て
優
勝
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
5
年
後
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
で
き
た
ら
い
い
な
」
と
は
に
か

み
な
が
ら
語
り
ま
す
。
世
界
の
舞
台
で
輝
く
た
め
に
、

17
歳
の
若
き
ア
ス
リ
ー
ト
は
進
化
し
続
け
て
い
ま
す
。

俳 

句

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

会社プロフィール

代表取締役社長　小倉 教太郎
【事業内容】 宝石および金属の
精密加工による工具や部品の
製造・販売
【住所】 若小玉2468

オグラ宝石精機工業株式会社
120年の歴史を持つ宝石精密加工のスペシャリストが集結

めましてはじ ○ 6月1日㈪～30日㈫に電話またはEメールで広
報広聴課広報広聴担当（内線318）

　※応募要領は市ホームページをご覧ください。
○ 応募者多数の場合は、7月2日㈭午前11時から
市役所203会議室で公開抽選を行います。

野
崎　
岳が
く 

ち
ゃ
ん （
城
南
）

平
成
26
年
6
月
10
日
生
ま
れ

父
・
剛
さ
ん　
母
・
都
さ
ん

「
元
気
い
っ
ぱ
い
！

 

夢
は
無
限
大
！
」

岸
田　
花は
な
め芽 

ち
ゃ
ん 

平
成
26
年
6
月
30
日
生
ま
れ

父
・
大
輔
さ
ん　
母
・
佳
絵
さ
ん

高
澤　
涼す
み
れ鈴 

ち
ゃ
ん （
壱
里
山
町
）

平
成
26
年
6
月
23
日
生
ま
れ

父
・
美
弘
さ
ん　
母
・
夏
芽
さ
ん

「
お
兄
ち
ゃ
ん
と

 

元
気
に
大
き
く
な
っ
て
ね
」

「
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て

 

あ
り
が
と
う
♡
」

堀
越　
祐ゆ
う
か花 

ち
ゃ
ん （
埼
玉
）

平
成
26
年
6
月
13
日
生
ま
れ

父
・
賢
一
さ
ん　
母
・
恵
子
さ
ん

「
祐
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
で

 

み
ん
な
が
幸
せ
♡
」

新
井　
刻と
き
の希 

ち
ゃ
ん （
持
田
）

平
成
26
年
6
月
15
日
生
ま
れ

父
・
智
史
さ
ん　
母
・
希
望
さ
ん

「
刻
希
の
幸
せ
を
願
っ
て
い
ま
す
」

牧
口　
航こ
う
た大 

ち
ゃ
ん （
藤
原
町
）

平
成
26
年
6
月
10
日
生
ま
れ

父
・
仁
さ
ん　
母
・
理
恵
さ
ん

「
た
く
さ
ん
一
緒
に
遊
ぼ
う
ね
‼
」

 

城
西 

鈴
木
　
正
夫

万
葉
の
歌
碑
に
蝶
舞
う
昼
下
り

 

持
田 

小
倉
　
繁
三

蛇
の
目
傘
牡
丹
に
添
い
て
ひ
そ
と
立
つ

 

門
井
町 

茂
田
　
鳥
山

お
と
こ
手
の
揉
み
の
優
し
き
新
茶
か
な

 

南
河
原 

和
泉
　
貫
一

う
た
た
寝
を
破
る
一
事
や
春
の
雷

 

荒
木 

森
田
　
　
静

八
重
桜
無
人
駅
に
て
待
ち
合
わ
せ

 

谷
郷 

豊
田
　
蓮
里

孫
の
夢
早
く
叶
え
と
雛
仕
舞
い

 

荒
木 

髙
澤
よ
ね
子

六
十
年
今
も
こ
の
地
に
芋
植
え
る

 

南
河
原 

今
村
　
文
女

八
重
椿
華
麗
に
落
ち
て
地
に
咲
け
り

 

持
田 

二
瓶
　
弘
子

母
の
日
や
い
つ
も
の
如
く
厨
妻

 

桜
町 

𠮷
岡
　
守
子

ア
イ
リ
ス
は
つ
る
ぎ
の
よ
う
な
葉
を
の
ば
し

 

忍 

丸
山
　
連
子

物
忘
れ
笑
ひ
合
ひ
つ
つ
新
茶
汲
む

 

富
士
見
町 

森
　
　
節
子

夕
暮
れ
の
利
根
の
河
原
に
月
見
草

 

荒
木 

藤
田
　
明
枝

藍
染
の
古
き
暖
簾
や
夏
の
月

 

荒
木 

藤
田
　
栄
之

老
鶯
の
近
く
に
鳴
き
て
落
ち
つ
か
ず

 

中
里 

鯨
　
美
智
子

紫
陽
花
や
一
雨
ご
と
に
色
冴
え
る

 

長
野 

野
中
せ
き
子

揺
ら
れ
き
て
バ
ス
の
終
点
し
ば
ざ
く
ら

 

棚
田
町 

春
田
　
枕
流

八
重
桜
ま
さ
を
な
る
空
お
ほ
ひ
け
り

 

向
町 

小
沼
　
重
蔵

孫
の
背
が
今
朝
は
大
き
い
初
出
勤

 

持
田 

伊
藤
　
洋
子

花
吹
雪
集
め
て
作
る
首
飾
り

 

持
田 

丸
山
　
麟
一

花
吹
雪
て
の
ひ
ら
と
云
う
器
あ
り

 

（
三
沢
　
一
水
　
監
修
）

★★★ 平成26年 6月生まれ のおともだち ★★★

平成26年8月生まれのお子さんを募集します

世
界
の
舞
台
で
輝
く
た
め
に

いきいきいきいき

行田人ぎょうだじん

私
の
作
品

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎ 

俳
句
は
毎
月
5
日
ま
で
に
、
は
が
き
・
封
書
で

広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

関
口 

清
乃 

さ
ん
（
17
歳
・
佐
間
）



催し・募集
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▼
日
時
　
7
月
4
日
㈯
午
前
9
時
〜

午
後
2
時
（
午
前
7
時
30
分
か
ら
受

け
付
け
）
※
雨
天
決
行　
▼
集
合
場

所
　
市
民
プ
ー
ル
脇
駐
車
場　
▼
内

容
　
自
動
車
で
地
図
上
に
指
定
し
た

10
カ
所
程
度
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

を
ク
イ
ズ
に
答
え
な
が
ら
で
き
る
だ

け
短
い
距
離
で
完
走
す
る
競
技
（
タ

イ
ム
や
燃
費
を
競
う
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）　
▼
参
加
費
　
1
台
2
千

円　
▼
主
催
　
蓮
の
花
め
ぐ
り
カ
ー

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
実
行
委
員
会　

▼
申
　
商
工
会
議
所
に
電
話
で
確
認

後
、
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
提
出
【
Ｆ

Ａ
Ｘ
】
５
５
６
―
０
０
５
９　
▼
問
　

同
実
行
委
員
会
（
行
田
商
工
会
議
所

内
）
☎
５
５
６
―
４
１
１
１

▼
日
時
　
6
月
18
日
㈭
〜
21
日
㈰
午

前
9
時
〜
午
後
4
時
（
18
日
は
午
前

10
時
か
ら
）　
▼
場
所
　
佐
間
公
民

館　

▼
入
場
無
料
　
▼
問
　
佐
間

写
真
ク
ラ
ブ
代
表

高
澤
☎
５
５
５
―

１
３
３
５

第
11
回
蓮
の
花
め
ぐ
り

カ
ー
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

佐
間
写
真
ク
ラ
ブ

作
品
発
表
会

▼
日
時
　
6
月
17
日
〜
7
月
8
日
の

毎
週
水
曜
日
（
全
4
回
）
午
後
2
時

〜
4
時　
▼
場
所
　
総
合
福
祉
会
館

「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
第
3
研
修
室　

▼
内
容
　
マ
ー
ジ
ャ
ン
の
基
本
を
学

ぶ　
▼
対
象
　
市
内
在
住
で
お
お
む

ね
65
歳
以
上
の
方　
▼
定
員
　
20
人

（
先
着
順
）　

▼
参
加
無
料
　
▼
申

・
問
　
6
月
10
日
㈬
午
前
9
時
か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
行
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
☎
５
５
７
―
５
４
０
０

▼
日
時
　
6
月
25
日
㈭
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
4
時
30
分　
▼
場
所
　
中

央
公
民
館
第
2
学
習
室
（「
み
ら
い
」

内
）　
▼
対
象
　
新
入
社
員
か
ら
入

社
3
年
目
く
ら
い
の
方　
▼
参
加
費
　

【
会
員
企
業
】
3
千
円
【
非
会
員
企

業
】
1
万
5
千
円　
▼
そ
の
他
　
詳

細
は
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

参
照　
▼
申
　
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
6
月
19
日

㈮
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

ま
で
に
提
出
（
時
間
は
午
前
9
時
〜

午
後
5
時
）
※
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場

教
室
・
セ
ミ
ナ
ー

高
齢
者

初
級
マ
ー
ジ
ャ
ン
教
室

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
本
と

社
会
人
へ
の
意
識
改
革
セ
ミ
ナ
ー

▼
日
時
　
7
月
5
日
㈰
午
前
10
時
開

演　
▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館
ホ
ー

ル　
▼
内
容
　
行
田
市
文
化
団
体
連

合
会
に
所
属
す
る
ス
テ
ー
ジ
部
門
の

12
団
体
が
日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を

発
表
す
る　

▼
入
場
無
料
　
▼
問
　

と
き
め
き
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局
☎
５
５
６

―
６
３
７
１

▼
日
時
　
7
月
25
日
㈯
午
後
6
時
開

演　
▼
場
所
　「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー

ル　
▼
曲
目
　
混
声
合
唱
組
曲
「
遥

行
田
市
文
化
祭
第
18
回
と
き
め
き

レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

行
田
混
声
合
唱
団
と
も
し
び

第
43
回
定
期
演
奏
会

人
行
田
青
年
会
議
所　
▼
後
援
　
行

田
市　
▼
問
　
同
会
議
所
事
務
局
☎

５
５
６
―
４
１
１
５

▼
日
時
　
6
月
14
日
㈰
午
後
2
時
開

演　
▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館
ホ
ー

ル　

▼
曲
目
　「
さ
く
ら
の
う
た
」

「
小
組
曲
」「
千
と
千
尋
の
神
隠
し

メ
ド
レ
ー
」「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
グ
ラ

フ
ィ
テ
ィ　

銀
河
鉄
道
９
９
９
・

宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
」　
▼
入
場
無
料
　

▼
後
援
　
行
田
市
、
行
田
市
教
育
委

員
会　

▼
そ
の
他
　
団
員
募
集
中　

▼
問
　
行
田
市
民
吹
奏
楽
団
青
木
☎

０
８
０
―
９
２
６
５
―
７
８
９
１

行
田
市
民
吹
奏
楽
団

第
8
回
定
期
演
奏
会

▼
日
時
　
6
月
20
日
㈯
午
後
1
時
30

分
〜
4
時
30
分　
▼
場
所
　
忍
・
行

田
公
民
館　
▼
内
容
　
日
用
品
で
手

軽
に
楽
器
を
作
成
し
た
り
、
音
楽
家

の
演
奏
を
聴
い
た
り
す
る
他
、
参
加

者
全
員
で
演
奏
を
し
ま
す
。
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。　
▼
出
演
　
も

の
つ
く
り
大
学
軽
音
楽
部
、
田
中
利

幸
さ
ん
（
オ
ペ
ラ
歌
手
）、
進
修
館

高
校
吹
奏
楽
部
、HIRO

's M
ASS 

CHO
IR

（
ゴ
ス
ペ
ル
）、
萩
原
孝
尚

さ
ん
（
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
）　
▼

入
場
無
料
　
▼
主
催
　
公
益
社
団
法

イ
ベ
ン
ト

ひ
と
が
繋
が
る
演
奏
会

合
は
会
社
名
、
参
加
者
名
、
電
話
番

号
を
記
載
す
る
こ
と
【
持
参
・
郵

送
】
〒
３
６
１
―
０
０
７
７ 

行
田

市
忍
2
―
1
―
8 

行
田
商
工
会
議

所
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
５
６
―
０
０
５
９　

▼
問
　
同
会
議
所
☎
５
５
６
―

４
１
１
１

▼
日
時
　
7
月
2
日
〜
8
月
6
日
の

毎
週
木
曜
日
（
全
6
回
）
午
前
9
時

30
分　
▼
場
所
　
南
河
原
隣
保
館
生

活
改
善
室　

▼
内
容
　
自
由
製
作　

▼
講
師
　
渡
辺
和
比
古
さ
ん
（
陶

芸
家
）　

▼
定
員
　
16
人
（
先
着

順
）　

▼
参
加
費
　
3
千
円
（
材
料

費
）　

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
手

拭
い　
▼
申
・
問
　
同
館
☎
５
５
７

―
３
３
３
４

▼
日
時
　【
帽
子
】
6
月
10
日
〜
24

日
【
ス
モ
ッ
ク
】
7
月
8
日
〜
22

日
※
い
ず
れ
も
毎
週
水
曜
日
（
全

3
回
）
午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30

分　

▼
場
所
　
ミ
シ
ン
会
館
（
株

式
会
社
日
建
内
・
藤
原
町
1
―
31

―
20
）　

▼
定
員
　
各
5
人　

▼
参

加
費
　
3
千
円
（
別
途
、
材
料
費
）　

▼
問
　
行
田
商
工
会
議
所
☎
５
５
６

陶
芸
教
室

ミ
シ
ン
教
室

か
な
も
の
を
」
他　
▼
出
演
　
新
井

康
之
（
指
揮
）、宮
本
廣
子
（
ピ
ア
ノ
）、

西
尾
牧
子
（
マ
リ
ン
バ
）、篠
塚
裕
美
子

（
ビ
ブ
ラ
ホ
ン
）　
▼
入
場
無
料
　
▼

主
催
　
行
田
混
声
合
唱
団
と
も
し
び　

▼
後
援
　
行
田
市
教
育
委
員
会
、
行

田
市
合
唱
連
盟　
▼
問
　
波
多
野
☎

０
９
０
―
４
８
３
０
―
１
９
０
３

▼
日
時
　
7
月
21
日
㈫
午
後
6
時
30

分　
▼
集
合
場
所
　
商
工
セ
ン
タ
ー

パ
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル　
▼
内
容
　
1

軒
40
分
で
3
店
舗
を
飲
み
歩
き
、
各

店
自
慢
の
メ
ニ
ュ
ー
（
1
品
と
1
ド

リ
ン
ク
）
を
飲
食
す
る
※
ソ
フ
ト
ド

リ
ン
ク
あ
り　

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売
　

行
田
商
工
会
議
所
【
7
月
7
日
㈫
ま

で
】
3
千
円
【
7
月
8
日
㈬
〜
14
日

㈫
】
4
千
円　
▼
そ
の
他
　
2
人
一

組
で
参
加
す
る
こ
と　
▼
問
　
同
会

議
所
☎
５
５
６
―
４
１
１
１

▼
日
時
　
6
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰
午

前
9
時
〜
午
後
4
時　
▼
場
所
　
長

野
公
民
館　
▼
入
場
無
料
　
▼
主
催
　

な
が
の
写
友
会　
▼
問
　
同
会
会
長

田
沼
☎
５
５
５
―
３
１
１
５

ぎ
ょ
う
だ
は
し
ご
酒

な
が
の
写
友
会

春
の
写
真
発
表
会

―
４
１
１
１

▼
日
時
　
6
月
20
日
〜
7
月
18
日
の

毎
週
土
曜
日
（
全
5
回
）
午
後
７
時

〜
８
時
15
分　
▼
場
所
　「
行
田
グ

リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」
柔
道
場　
▼
対

象
　
小
学
生
以
上　

▼
費
用
　【
中

学
生
以
下
】
1
千
５
０
０
円
【
高
校

生
以
上
】
2
千
５
０
０
円
（
保
険
料

な
ど
を
含
む
）　
▼
持
ち
物
　
運
動

の
で
き
る
服
装
、
タ
オ
ル　

▼
主

催
　
行
田
市
少
林
寺
拳
法
連
盟　
▼

申
　
6
月
6
日
㈯
・
13
日
㈯
午
後
6

時
〜
7
時
に
費
用
を
添
え
て
「
グ

リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」
ロ
ビ
ー　
▼
問
　

同
連
盟
島
田
☎
０
４
８
―
５
８
８

―
４
６
９
４
ま
た
は
☎
０
９
０
―

４
６
６
５
―
０
９
０
１

▼
日
時
　
6
月
6
日
・
13
日
・
27
日

の
土
曜
日
午
後
1
時
〜
4
時　

▼

場
所
　
北
小
学
校
校
庭　

▼
対
象
　

サ
ッ
カ
ー
が
好
き
な
小
学
生　
▼
参

加
無
料
　
▼
持
ち
物
　
運
動
の
で
き

る
服
装
、
飲
み
物　
▼
主
催
　
行
田

星
河
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　

▼
申
・
問
　
電
話
で
阿
部
☎
０
９
０

―
８
０
４
３
―
８
７
２
６

少
林
寺
拳
法
教
室

体
験
サ
ッ
カ
ー
教
室

古代米稲作体験
期日 場所 内容

6月21日㈰ 長谷川農園田
んぼ（谷郷の
春日神社付近）

古代米の田植え、
田植えの神事（田
植え式）など

8月23日㈰ さきたま古墳
公園

稲の生育観察会、
昆虫動植物観察
会、埼玉古墳群の
見学など

10月24日㈯ 長谷川農園田
んぼ（谷郷の
春日神社付近）

稲の収穫、収穫の
神事

12月6日㈰ ＶＩＶＡぎょうだ 古代米のおいしい
炊き方、カレーのお
いしい作り方、修了
式、古代米の贈呈

※場所は変更する場合があります。
※全４回古代米カレーの食事付きです。

▼時 間　午前10時～午後2時

▼  対 象　小・中学生（保護者と参加する
こと）

▼  参 加 費　【親1人・子ども1人分】10,000
円（全4回）※子ども1人追加で4,000円、
大人は6,000円

▼  申し込み　代表者氏名、住所、携帯番号、
参加人数（児童・生徒の人数を必ず記載）
を明記の上、6月15日㈪（必着）までにＥ
メールで応募してください。
　【Ｅメール】kodaimai@cosmoprints.co.jp

▼  問い合わせ　さきたま古墳・行田古代米
カレーの会事務局田中☎090―4946―
8604

広告広告



催し・募集

▼
日
時
　
7
月
5
日
〜
8
月
16
日
の

毎
週
日
曜
日
（
全
7
回
）
午
前
7
時

〜
9
時　
▼
場
所
　
総
合
公
園
庭
球

場　

▼
対
象
　
初
心
者
、
初
級
者
、

初
中
級
者　
▼
定
員
　
60
人
（
先
着

順
）　

▼
参
加
費
　
3
千
円
（
保
険

料
を
含
む
）　
▼
講
師
　
日
本
体
育

協
会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員　

▼

主
催
　
行
田
市
テ
ニ
ス
協
会　

▼

そ
の
他
　
貸
与
ラ
ケ
ッ
ト
多
少
あ

り
、
シ
ュ
ー
ズ
は
個
人
で
用
意　
▼

申
　
6
月
13
日
㈯
・
20
日
㈯
午
後
1

時
〜
3
時
に
「
行
田
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
」
2
階
会
議
室　
▼
問
　
普

及
委
員
遠
藤
☎
０
９
０
―
７
８
１
４

―
８
３
２
７

▼
日
時
　
7
月
5
日
㈰
午
後
1
時
〜

4
時　
▼
場
所
　
泉
小
学
校
体
育
館　

▼
内
容
　
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
公
認
指
導

員
か
ら
基
本
動
作
や
呼
吸
法
の
指
導

を
受
け
、
安
全
で
健
康
的
な
ス
ポ
ー

ツ
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
を
楽
し
む　

▼
対
象
　
小
学
生
〜
高
齢
者　
▼
参

加
無
料
　
▼
持
ち
物
　
運
動
の
で
き

る
服
装
、
室
内
用
運
動
靴　

▼
問
　

行
田
市
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会
江
森
☎

０
９
０
―
４
９
５
７
―
３
２
４
５

早
朝
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
体
験
会

▼
日
時
　
6
月
18
日
㈭
午
後
1
時

〜
4
時　
▼
場
所
　
商
工
セ
ン
タ
ー

４
０
３
研
修
室　
▼
内
容
　
高
年
齢

者
向
け
の
年
金
や
働
き
方
な
ど
の
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
を
学
ぶ　
▼
対
象
　
55
歳

以
上
で
①
会
社
、
団
体
ま
た
は
自
営

業
主
に
雇
わ
れ
て
給
与
、
賃
金
を
得
て

い
る
方
②
求
職
活
動
を
行って
い
る
方　

▼
定
員
　
50
人（
先
着
順
・
要
予
約
）　

▼
受
講
無
料
　
▼
申
　
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で（
公
社
）埼
玉
県
雇
用
開
発

協
会（
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
む
場
合
は
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

記
載
す
る
こ
と
）【Ｆ
Ａ
Ｘ
】
０
４
８
―

８
２
２
―
６
４
８
１　
▼
問
　
同
協

会
☎
０
４
８
―
８
２
４
―
８
７
３
９

▼
日
時
　
7
月
14
日
㈫
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分　
▼
場
所
　
商
工
セ

ン
タ
ー
４
０
４
研
修
室　

▼
内
容
　

当
事
者
・
家
族
同
士
で
困
り
事
・
悩

み
事
な
ど
を
話
し
合
う　

▼
対
象
　

高
次
脳
機
能
障
害
の
あ
る
当
事
者
・

家
族
・
支
援
者　
▼
問
　
地
域
で
共

に
生
き
る
ナ
ノ
谷
口
☎
０
４
８
―

９
５
６
―
２
２
２
４

生
涯
現
役
社
会
実
現

職
業
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー

相 

談 

会

埼
玉
県
高
次
脳
機
能
障
害

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
事
業

「
地
域
相
談
会
」

▼
日
時
　
7
月
11
日
㈯
午
前
10
時
30

分
〜
正
午　

▼
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ　

▼
対

象
　
真
剣
に
結
婚
を
考
え
て
い
る
方

ま
た
は
そ
の
家
族　
▼
そ
の
他
　
予

約
不
要　
▼
問
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
行
田

結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
０
―

２
４
１
６
―
９
６
９
２
ま
た
は
☎

０
９
０
―
３
１
３
１
―
８
３
５
６

▼
試
験
日
　
7
月
11
日
㈯　

▼
場

所
　
商
工
セ
ン
タ
ー　

▼
受
験
料
　

4
千
１
２
０
円　

▼
そ
の
他
　
詳

細
は
行
田
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
照　

▼
申
　
6
月
19
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
ま

で
に
持
参
ま
た
は
郵
送
で
提
出
※
時

間
は
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
【
持

参
・
郵
送
】
〒
３
６
１
―
０
０
７
７ 

行
田
市
忍
2
―
1
―
8 

行
田
商

工
会
議
所　

▼
問
　
同
会
議
所
☎

５
５
６
―
４
１
１
１

結
婚
無
料
相
談
会

試　
　
験

第
76
回
3
級
リ
テ
ー
ル
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
（
販
売
士
）
検
定
試
験

282015.6 市報 ぎょうだ29
【住民基本台帳人口】 行田市の人口と世帯 人口84,005人　男41,780人　女42,225人　世帯数33,942世帯

（平成27年5月1日現在） 4月中の異動　出生49人　転入等285人　死亡95人　転出等262人

（公財）行田市産業・文化・
 スポーツいきいき財団

… 申し込み・問い合わせ …

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

商工センター
TEL. 553－0510
FAX. 553－2021

産業文化会館
TEL. 556－6371
FAX. 556－6372

行田グリーンアリーナ
TEL. 553－3377
FAX. 553－0487

古 代 蓮 会 館
TEL. 559－0770
FAX. 559－0784

古
代
蓮
会
館
の
開
館

時
間
を
変
更
し
ま
す

▼
変
更
す
る
期
間
　
6
月
20
日
㈯
〜

8
月
2
日
㈰
※
期
間
中
の
休
館
日
は

な
し　
▼
開
館
時
間
　
午
前
7
時
〜

午
後
4
時
30
分
（
入
館
は
午
後
4
時

ま
で
）　

▼
そ
の
他
　
期
間
中
、
古

代
蓮
の
里
売
店
は
午
前
7
時
か
ら
午

後
4
時
ま
で
無
休
で
営
業
。
古
代
蓮

う
ど
ん
店
は
、
午
前
9
時
か
ら
午
後

2
時
ま
で
営
業
予
定
（
月
曜
日
定

休
）

▼
勤
務
時
間
　
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
9
時
30
分
の
う
ち
4
〜
8
時
間

（
応
相
談
）　
▼
勤
務
場
所
　
行
田

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
「
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室
」　
▼
業
務
内
容
　
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
の
使
用
方
法
の
説
明
・
案
内

お
よ
び
設
備
器
具
な
ど
の
管
理
業
務

（
週
2
〜
3
日
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

勤
務
）　
▼
応
募
要
件
　
18
歳
以
上

60
歳
未
満
で
、
土
・
日
曜
日
の
勤
務

が
可
能
な
方　
▼
募
集
人
数
　
若
干

名　
▼
時
給
　
９
０
０
円
以
上
（
経

験
な
ど
考
慮
の
上
決
定
。
試
用
期
間

の
２
カ
月
は
８
５
０
円
）　
▼
選
考

行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
ス
タ
ッ
フ

方
法
　
書
類
審
査
の
上
、
面
接
試
験

を
実
施　
▼
申
　
6
月
24
日
㈬
ま
で

に
、
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
持
参

の
上
、
直
接
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

▼
日
時
　
9
月
6
日
㈰
午
後
2
時
30

分
開
演　
▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館

ホ
ー
ル　
▼
出
演
　
桂
歌
丸
、
三
遊

亭
好
楽
、
柳
家
花
緑
、
三
遊
亭
楽
京　

▼
入
場
料
　
全
席
指
定
2
千
７
０
０

円　
▼
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
　
6
月

13
日
㈯
午
前
9
時
か
ら
同
館
他
各
プ

レ
イ
ガ
イ
ド
で
発
売
（
電
話
受
け
付

け
は
翌
日
午
前
10
時
か
ら
）

行
田
寄
席

百
蓮
百
撮
！
蓮
の
さ
ま
ざ
ま

な
撮
り
方
・
プ
ロ
が
教
え
る

デ
ジ
カ
メ
講
座
２
０
１
５

▼
日
時
　
6
月
27
日
㈯
午
前
7
時

〜
午
後
1
時
（
2
部
構
成
）　
▼
内

容
　
古
代
蓮
の
里
で
講
師
指
導
の
も

と
、
撮
影
会
を
実
施
す
る
な
ど
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
初
心
者
か
ら
中
級
者

ま
で
楽
し
く
撮
影
方
法
を
学
ぶ　
▼

講
師
　
前
野
勝
美
さ
ん
（
写
真
家
）　

▼
対
象
　
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
お
持

ち
で
、
デ
ジ
タ
ル
写
真
に
興
味
の
あ

る
方　

▼
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
　
2
千
円
（
保
険
代
を
含

む
）　

▼
申
　
6
月
12
日
㈮
午
前
10

時
か
ら
電
話
で
古
代
蓮
会
館

古
代
蓮
会
館
企
画
展
Ⅲ

「
行
田
市
美
術
家
協
会

 

会
員
作
品
展
」

▼
日
時
　
6
月
20
日
㈯
〜
7
月
13

日
㈪
午
前
7
時
〜
午
後
4
時
30
分

（
入
館
受
け
付
け
は
午
後
4
時
ま

で
）　
▼
場
所
　
古
代
蓮
会
館
催
事

室
他　
▼
内
容
　
行
田
市
美
術
家
協

会
会
員
の
作
品
展
を
開
催
す
る　
▼

そ
の
他
　
観
覧
に
は
古
代
蓮
会
館
入

館
料
【
大
人
】
４
０
０
円
【
小
・
中

学
生
】
２
０
０
円
が
必
要
※
障
害
者

割
引
あ
り

▼
日
時
　
7
月
3
日
㈮
〜
27
日
㈪
午

前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分
（
入
場
は

午
後
4
時
ま
で
）
※
火
曜
日
は
休

館　
▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館
ア
ー

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー　
▼
内
容
　
第
65
回

埼
玉
県
美
術
展
覧
会
入
選
者
な
ら
び

に
審
査
員
・
招
待
・
委
嘱
者
の
作
品

（
絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
・
写

真
）
を
展
示
す
る　
▼
入
場
無
料
　

第
65
回

県
展
入
選
作
品
展

クラブ名 日　時 場　所 内　容 対　象 募集人数 会　費 申し込み・問い合わせ

ゆったり
ベーシック
ヨガクラブ

毎週火曜日
の午前11時
15分～午後
0時15分

「行田グリーン
アリーナ」
柔道場他

ヨガの基本的な
ポーズと呼吸法を
行うことで、心身
のバランスを整
え、柔軟性を身に
付けながら美しく
健康的な体をつく
る

18歳以上の方
（先着順）

20人程度（７月
から開始）
※ 定員になり次
第、入会待ち
としての受け
付けに変更

月額2,000円
※ トレーニン
グ室など月
4回無料利
用券付き

6月16日㈫午前
8時 30分 か ら
直接グリーンア
リーナ窓口
☎553―3377

行田グリーンアリーナいきいき＆わくわくエンジョイスポーツクラブ会員

広告広告



　
「
市
報
ぎ
ょ
う
だ
」
５
月
号
で
述
べ
た
よ
う
に
、
奈

良
時
代
に
は
律
令
体
制
の
下
、
中
央
と
地
方
を
結

ぶ
官か
ん

道ど
う

や
、
郡ぐ
う

家け

と
郡
家
を
結
ぶ
道
路
の
整
備
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
奈
良
時
代
以
前
の
大
化
の
改

新
（
６
４
５
年
）
後
、
ま
ず
東
海
道
、
東
山
道
な
ど

七
道
の
官
道
が
定
め
ら
れ
、
両
側
に
溝
を
持
つ
幅
12

メ
ー
ト
ル
の
真
っ
す
ぐ
な
道
路
が
整
備
さ
れ
て
い
き

ま
し
た
。
官
道
に
は
30
里
（
約
16
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

ご
と
に
駅う
ま

家や

が
設
け
ら
れ
、
公
用
で
旅
す
る
官
人
ら

に
乗
り
継
ぎ
の
馬
、
食
事
、
宿
泊
の
便
宜
を
提
供
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
武
蔵
国
に
は
東
山
道
の
上
野
国
新
田
（
現
在
の
群

馬
県
太
田
市
）
の
駅
か
ら
武
蔵
国
府

（
現
在
の
東
京
都
府
中
市
）
に
至
る
支

路
（
東
山
道
武
蔵
路
）
が
設
け
ら
れ
、

そ
の
間
に
５
駅
家
が
置
か
れ
て
い
た
こ

と
が
、「
続
日
本
紀
」
に
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
長
屋
王
家
よ
り｢

武
蔵
国
策さ
く
覃た
ん
郡
宅

□
駅
」
と
記
さ
れ
た
木
簡
が
出
土
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
を
「
宅や
か
子こ

駅
」
と
読

み
、
谷
郷
に
当
て
て
、
東
山
道
武
蔵
路

の
駅
家
の
一
つ
が
谷
郷
地
内
に
あ
っ
た

と
す
る
説
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
現
時
点
で
は
、
谷
郷
地
内
で
古
代
の

遺
跡
は
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
東
山
道
武
蔵
路
は
、
府
中
市
、
国
分
寺
市
、
所
沢

市
、
坂
戸
市
、
吉
見
町
、
太
田
市
な
ど
で
、
発
掘
調

査
に
よ
っ
て
道
路
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
て
、
現
時
点

で
は
吉
見
町
か
ら
熊
谷
市
域
を
抜
け
て
太
田
市
へ
と

至
る
ル
ー
ト
が
有
力
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
吉
見
町
で
検
出
さ
れ
た
道
路
跡
は

東
山
道
武
蔵
路
で
は
な
く
、
吉
見
町
か
ら
埼
玉
地

区
へ
と
至
る
東
山
道
武
蔵
路
と
は
別
の
郡
家
と
郡
家

を
結
ぶ
古
代
道
路
（
西
吉
見
古
代
道
路
）
が
あ
っ
た

と
す
る
説
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
説
で
は
、
荒
川
の
津

（
港
）
と
も
推
測
さ
れ
る
野
の
築
道
下
遺
跡
や
、
埼

玉
郡
の
郡
家
と
も
推
測
さ
れ
る
埼
玉
か
ら
小
針
に
広

が
る
小
針
遺
跡
付
近
を
道
路
が
通
っ

て
い
た
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
両
遺
跡
で
は
こ
れ
ま

で
に
道
路
の
跡
は
発
見
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
樋
上
の
武
良
内
・
中
通
遺

跡
か
ら
は
、
詳
細
年
代
不
明
の
古
代

の
道
路
跡
ら
し
き
平
走
す
る
2
本
の

溝
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
道

路
を
南
に
延
長
す
る
と
築
道
下
遺

跡
へ
と
通
じ
ま
す
。
古
代
の
行
田
の

人
々
は
、
こ
の
道
を
た
ど
っ
て
荒
川

の
港
へ
と
向
か
っ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
。

 

（
文
化
財
保
護
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中
島
洋
一
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今月の表紙

■ 

編
集
・
発
行
／
行
田
市
総
合
政
策
部
広
報
広
聴
課

 

〒
３
６
１
ー
８
６
０
１ 

行
田
市
本
丸
2
番
5
号

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
５
６
ー
１
１
１
１　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

５
５
０
ー
２
１
１
６

平
成
27
年
6
月
1
日 

発
行

■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■ 市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■ 市報をCDーRに録音したものを希望者宅にお届けします。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで
 ご連絡ください。

No.
828

環境にやさしい
植物油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp 携帯サイト http://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html

い
に
し
え
の
行
田
を
探
る
27

行
田 

歴
史
系
譜
255

古
代
の
道
路

　「夢伝説」。ＪＲ行田駅の発車メロディーにも使われている
ヒット曲を歌い始めると、会場は一気に最高潮に。5月4日、

さきたま古墳公園では30回目となるさきたま火祭りの特別ゲスト、行田市観
光大使も務める「スターダスト☆レビュー」のアコースティックライブが行われ
ました。思い出の場所でもある古墳公園で、10曲あまりを歌い上げたボー
カルで行田市出身の根本要さんの長年の夢が実現した瞬間でもありました。

このコーナーで紹介する施設を募集していますので、希望
される場合は広報広聴課までご連絡ください。

　今
こん

月
げつ

は「かがやき共
きょう

同
どう

作
さ

業
ぎょう

所
しょ

」に行
い

ってきたよ。ここは「障
しょう

がい者
しゃ

の
働
はたら

く場
ば

を作
つく

ろう」そんな思
おも

いから、平
へい

成
せい

7年
ねん

に保
ほ

護
ご

者
しゃ

が中
ちゅう

心
しん

になって発
ほっ

足
そく

した「社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

法
ほう

人
じん

かがやきの会
かい

」が運
うん

営
えい

している施
し

設
せつ

だよ。今
いま

の場
ば

所
しょ

に
移
うつ

ったのは平
へい

成
せい

16年
ねん

のことで、知
ち

的
てき

障
しょう

がい者
しゃ

の通
つう

所
しょ

授
じゅ

産
さん

施
し

設
せつ

として新
あら

た
なスタートを切

き

ったんだ。現
げん

在
ざい

は、生
せい

活
かつ

介
かい

護
ご

事
じ

業
ぎょう

を行
おこな

っていて35人
にん

が
利
り

用
よう

しているよ。
　利

り

用
よう

者
しゃ

は「パン班
はん

」「リサイクル班
はん

」「軽
けい

作
さ

業
ぎょう

班
はん

」などに分
わ

かれてパンの
製
せい

造
ぞう

、アルミ缶
かん

・古
こ

紙
し

・古
ふる

着
ぎ

のリサイクル、手
て

作
づく

りアクセサリーの制
せい

作
さく

など
に励

はげ

んでいるよ。また、初
はつ

詣
もうで

や節
せつ

分
ぶん

、旅
りょ

行
こう

や作
さ

業
ぎょう

所
しょ

まつりなど、楽
たの

しい
行
ぎょう

事
じ

もたくさんあるんだって。
　今

こ

年
とし

の4月
がつ

には南
みなみかわら

河原に「かがやきホーム」が完
かん

成
せい

して利
り

用
よう

者
しゃ

の暮
く

ら
しを支

ささ

えているけど、夜
よる

働
はたら

くスタッフが不
ふ

足
そく

しているのが悩
なや

みなんだっ
て。福

ふく

祉
し

の現
げん

場
ば

での仕
し

事
ごと

に興
きょう

味
み

のある方
かた

は連
れん

絡
らく

してみてくださいね。

【住所】野1368―1　【電話番号】559―1034

武良内・中通遺跡の道路跡

がい者
しゃ

の
福祉施設編

こぜに
with
フラべぇ

がちゃん
行く!かがやき共

きょう

同
ど う

作
さ

業
ぎょう

所
し ょ

（運営：社会福祉法人かがやきの会）
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